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っ
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第
二
章
欧
州
統
合
の
深
化
と
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
産
業
政
策

ま
と
め
と
結
論

序

。〉

所

在

問

題

一
九

1
二
O
世
紀
は
、
国
民
国
家
の
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
経
済
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
国
民
経
済
と
は
、
「
お
よ
そ

①
国
内
に
フ
ル
セ
ッ
ト
の
自
給
型
産
業
構
造
を
確
立
し
、
②
国
内
市
場
中
心
の
価
格
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
(
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
。
フ
ラ
イ
シ
ン
グ
)

を
完
備
し
、
さ
ら
に
③
主
権
国
家
が
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
よ
っ
て
管
理
し
て
い
る
経
済
的
枠
組
み
の
こ
と
」
[
宮
崎
、
呂
田
・
℃
ム
]
を
指
す

も
の
と
理
解
し
て
お
く
。
と
こ
ろ
が
、
世
紀
末
の
今
日
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
決
定
的
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
を
「
国
民
経
済

の
黄
昏
」
と
呼
ぴ
、

バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
の
日
本
の
不
況
は
、
こ
の
歴
史
的
転
換
期
ゆ
え
の
「
複
合
不
況
」
だ
と
喝
破
し
た
先
の
宮
崎
義
一

の
説
明
に
よ
っ
て

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
。

「
P
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
:
:
:
、
世
界
経
済
の
“
新
し
い
現
実
"
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
[
『
新
し
い
現
実
』
]
。

一
九
七

0
年
代
の

は
じ
め
か
半
ば
に
、
世
界
経
済
は
:
:
:
、
国
際
経
済
(
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経
済
[
つ
ま
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
間
の
経
済
]
)

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
(
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
経
済
)

へ
と
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
、
各
国
の
国
内
経
済
を

大
き
く
左
右
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
動
か
す
も
の
は
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
資

本
の
移
動
で
あ
る
。
資
本
は
、
自
ら
の
論
理
に
従
っ
て
移
動
す
る
。
主
権
国
家
の
財
政
金
融
政
策
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
資
本
市
場
を

能
動
的
に
動
か
す
と
い
う
よ
り
も
、

そ
れ
ら
の
動
き
に
対
応
し
て
反
応
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
指
摘
は
、
今
後
貨
幣
経
済
と

り
わ
け
金
融
市
場
に
お
い
て
は
、
主
権
国
家
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
諸
政
策
の
有
効
性
を
著
し
く
衰
退
さ
せ
、

そ
こ
で
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
自
律
的
な
(
し
た
が
っ
て
時
に
は
投
機
的
で
さ
え
あ
る
)
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右



さ
れ
る
傾
向
が
濃
厚
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
催
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
ス

i
ザ
ン
・
ス
ト
レ
イ
ン
ジ
著
『
カ

ジ
ノ
資
本
主
義
』

の
描
い
た
世
界
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
[
宮
崎
、
呂
田
・
円
}
℃
-
M
吋

ω
日記]。

他
方
、
政
治
(
国
家
)

の
基
本
的
機
能
は
、

ボ
ー
ダ
ー
の
設
定
で
あ
る
。
ボ
ー
ダ
ー
を
設
定
維
持
し
、

ボ
ー
ダ
ー
の
内
側
(
日
社
会
)

の
秩
序
維
持
を
は
か
り
、
少
な
く
と
も
必
要
最
小
限
の
福
利
厚
生
措
置
を
講
じ
て
、
構
成
員
の
生
存
を
保
証
す
る
。
こ
の
ボ
ー
ダ
ー
で
区

画
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
は
、
近
代
世
界
で
は
、
「
国
民
(
口
三
宮
口
)
」
と
意
識
さ
れ
、
国
家
は
「
国
民
国
家

(E昨日。ロ∞
E
Z
)
」
と
な
っ

た
。
こ
の
国
家
が
、
世
紀
末
の
経
済
ボ
l
ダ
レ
ス
化
の
奔
流
(
「
国
民
経
済
の
黄
昏
」
)
に
洗
わ
れ
た
と
き
、

ど
の
よ
う
な
存
在
理
由
を
持

つ
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
本
格
的
な
理
論
的
考
察
は
当
面
の
筆
者
の
子
に
余
る
の
で
、
こ
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一
九
八
一
年
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
府
の
産
業
政
策
に
関
す
る
事
例
研
究
を
通
し
て
、

い
く
つ
か
の
考
察
を
し
て
み
た

」
で
は

ぃ
。
(
な
お
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
体
系
的
な
理
論
的
検
討
を
行
う
こ
と
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
日
本
語
文
献
と
し
て
[
村
上
、

E
S
]
が
あ
る
。
本
稿
で
も
後
の
方
で
、
彼
の
議
論
を
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
る
)
。

ま
ず
第
一
章
で
、
第
五
共
和
制
発
足
(
一
九
五
八
年
)
以
来
始
め
て
、
保
守
政
権
に
か
わ
っ
て
一
九
八
一
年
に
政
権
の
座
に
就
い
た
社

会
党
政
権
下
で
の
産
業
政
策
を
取
り
上
げ
る
が
、
網
羅
的
で
は
な
く
、
構
造
不
況
産
業
で
あ
っ
た
鉄
鋼
産
業
の
再
編
政
策
に
焦
点
を
当
て
、

そ
こ
で
の
国
家
と
市
場
の
関
係
に
つ
い
て
の
社
会
党
指
導
者
の
政
策
理
念
の
抽
出
と
い
う
形
で
、
議
論
を
展
開
す
る
。

第
二
章
で
は

マ
!
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
批
准
・
発
効
、
共
通
通
貨
ユ

l
ロ
の
発
行
に
み
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
を
前
に
し

て
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
産
業
政
策
を
、

一
九
九

0
年
代
以
降
の
経
験
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
、
同
様
の
議
論
を
進
め
て
行
く
。

そ
し
て
最
終
章
で
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
標
記
の
課
題
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
考
察
を
行
う
。

以
上
の
主
題
に
つ
い
て
、
別
の
機
会
に
日
本
を
直
接
に
論
じ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
本
稿
で
は
、

と
こ
ろ
で
、

そ
の
た
め
の
比

較
の
対
象
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
を
検
討
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
選
択
に
は
大
き
な
利
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
周
知
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の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
国
民
経
済
に
お
け
る
国
家
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
他
の
先
進
諸
国
と
比
べ
て
も
非

常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
[
渡
辺
/
南
/
森
本
、

H句
。
吋
噌
同
省

-
E
C
H宮
、
大
獄
/
野
中
、

E
3・
B
・2
1主
]
。
そ
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
も
、
経
済
活
動
に
お
け
る
「
国
家
の
縮
小
」
を
要
求
す
る
潮
流
(
新
自
由
主
義
)

場
の
関
係
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
動
揺
さ
せ
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。

の
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
、
従
来
的
な
「
国
家
と
市

「
単
に
外
部
の
制
約
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
政
策
形
成
の
意
欲
を
示
す
や
り
方
で
行
動
し
た
い
と
政
府
が
儀
式
的
に
繰
り
返
す
主

張
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
政
府
の
意
思
能
力
は
、

こ
こ
四
半
世
紀
の
聞
に
、
ま
す
ま
す
疑
わ
し
い
も
の
に
な
っ
て
来

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
全
般
的
な
現
象
だ
が
、
国
家
介
入
の
機
能
と
範
囲
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

そ

の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
規
範
、
制
度
、
実
践
と
い
う
点
で
、
尊
大
な
、
国
家
中
心
的
政
治
ス
タ
イ
ル
を
伝
統
的
に
も
っ
て
い
た
国
々
で
、

と

り
わ
け
劇
的
だ
っ
た
。
旧
ソ
連
や
東
欧
の
共
産
主
義
の
崩
壊
か
ら
生
ま
れ
た
国
々
や
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い
っ
た
長
期
の
独
裁

フ
ラ
ン
ス
は
恐
ら
く
、
国
家
|
経
済
関
係
に
関
す
る
そ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
厳
し
い
自

期
間
を
経
験
し
た
国
々
を
除
け
ば
、

信
喪
失
に
直
面
し
た
国
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
家
は
、
自
ら
を
他
者
に
対
す
る
範
例
と
し
て
提
示
で
き
る
ど
こ
ろ
か
、
今
や
適
応
不
全

症
状
を
呈
し
、
従
来
国
家
が
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
の
道
具
と
見
な
さ
れ
て
来
た
国
内
の
公
共
的
目
標
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
旧
来
の
国
家
中
心
的
モ
デ
ル
の
守
護
者
の
多
く
に
こ
の
結
果
と
し
て
生
じ
て
い
る
士
気
の
低
下
と
世
論
に

お
け
る
か
れ
ら
の
信
用
失
墜
は
誇
張
さ
れ
て
来
た
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
モ
デ
ル
に
対
す
る
新
自
由
主
義
の
挑
戦
は
あ
る
程

度
進
行
し
て
、

そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
り
つ
つ
あ
り
、

旧
来
の
国
家
中
心
的
規
範
や
制
度
、
実
践
は
正
統
性
を
減
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し

か
し
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
自
由
主
義
的
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
が
全
面
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
混
迷
し
た
状
況
が

生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
[
田
昌
司
釦
邑
・
邑

S
-
u・
包
、
強
調
筆
者
]
。



*
本
稿
は
、
奈
良
産
業
大
学
産
業
研
究
所
で
の
共
同
研
究
「
市
場
原
理
主
義
の
政
治
的
基
盤
」
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
研
究
助
成
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

る
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
第
一
章
は
、
筆
者
が
一
九
九
0
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
(
熊
本
大
学
)
で
行
っ
た
報
告
「
フ
ラ
ン
ス

社
会
党
政
権
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
産
業
政
策
」
の
た
め
に
用
意
し
た
草
稿
を
一
万
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【
引
用
文
献
】

・
大
様
秀
夫
/
野
中
尚
人
、

5
3、
『
政
治
過
程
の
比
較
分
析
一
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
0

・
宮
崎
義
て
忌
坦
印
、
『
国
民
経
済
の
黄
昏
一
「
複
合
不
況
」
そ
の
後
』
朝
日
新
聞
社
。

-
村
上
泰
売
、

g
s、
『
反
古
典
の
政
治
経
済
学
(
上
・
下
)
』
中
央
公
論
社
。

-
渡
辺
和
行
/
南
充
彦
/
森
本
哲
郎
、

s
s、
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
。

・
』
同
門
宵
国
同
三
司
白
『
門
戸
忌
甲
少
臥

a
V
2
5
m
q
H
W門
田
件
。
叶
富
山

2
H
q回
以
由
同
一
吋

Z
mイ
巾
ロ

n
F
H山巾曲目
)Cロ
印
巾
門

C
H
F巾
Z
g
F
e
q同
]
の
宮
丘
町
口
問
巾
J
山
口
冨
釦
門
町
内

5
・

呂
田

-
1
・

E-w
同
3
p
h
』
内
定
町
、
ミ
誌
、
尽
お
お
・
ト
司
h
b
Q
b
S丸
岡
巴
日
目
ま
き
お
・
呂
田
円
日
日
田
口

第
一
章

一
九
八

0
年
代
初
期
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
政
権
下
の
産
業
政
策
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

l
l鉄
鋼
産
業
再
編
政
策
を
め
ぐ
っ
て

i
|

本
章
の
課
題

フ
ラ
ン
ス
社
会
党
(
ミ
ッ
テ
ラ
ン
)
政
権
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
え
ば
、
ま
ず
外
交
・
防
衛
政
策
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
性
の

強
調
、

そ
の
〈
ド
ゴ

l
ル
主
義
的
〉
路
線
が
想
起
さ
れ
る
。
し
か
し
「
世
界
の
中
で
国
民
国
家
の
行
動
の
自
由
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
意

士
山
」
[
出
。
民
自
由
D
P
E記
w
U
・ち
ω]
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の
ひ
と
つ
だ
と
す
れ
ば
、
現
代
に
お
い
て
は
こ
の
「
行
動
の
自

由
を
維
持
す
る
」
国
力
の
基
礎
と
し
て
の
〈
経
済
〉
に
関
わ
る
政
策
の
中
に
こ
そ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

実
際
、
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
ド
ゴ

l
ル
将
軍
の
賢
明
さ
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
は
、
「
フ
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ラ
ン
ス
の
偉
大
さ
」
実
現
(
回
復
)

の
手
段
と
し
て
、
植
民
地
帝
国
の
幻
想
を
放
棄
し
、
経
済
力
の
発
展
(
と
り
わ
け
産
業
化
の
推
進
)

を
選
択
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
社
会
党
政
権
も
こ
の
点
に
関
し
て
例
外
で
は
な
い
。

さ
て
、
社
会
主
義
政
権
の
産
業
政
策
と
言
え
ば
、
そ
の
古
典
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
ず
第
一
に
「
固
有
化
」

(E巳
O
口
同
民
自
民
O
ロ
)
で
あ
ろ

そ
の
産
業
政
策
の
基
軸
と
な
り
、
も
っ
と
も
大
き
な
議
論
の
的
に
な
っ
た
の
も
「
固
有

ぅ
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
政
権
の
場
合
も
、

化
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
た
こ
九
八
一
年
九
月
二
四
日
の
記
者
会
見
)
。
「
資

本
の
集
積
・
集
中
と
世
界
に
お
け
る
資
本
の
多
国
籍
化
と
い
う
現
象
が
、
私
を
し
て
、
独
占
化
し
た
あ
る
い
は
独
占
化
し
つ
つ
あ
っ
て
、

国
吉
釦
同
宮
口
)
に
必
要
な
生
産
物
を
作
っ
て
い
る
幾
つ
か
の
企
業
は
固
有
化
さ
れ
宮
丘
町
O
ロ
色
町
巾
)
、
国
民

(E昨日
C
ロ
)
と
一
体
に
な
る
こ

と
が
、
正
当
か
つ
必
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
」
「
も
し
そ
れ
が
な
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
た
ち
ま
ち
多
国
籍

化
(
山
口
件
。
自
白
色

os--&)
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
我
々
か
ら
遠
く
は
な
れ
た
と
こ
ろ
で
決
定
さ
れ
、
我
々
の
も
の
で
は
な
い
利

害
に
従
属
す
る
生
産
の
国
際
分
業
を
拒
否
す
る
。
」
「
我
々
は
、
我
々
よ
り
も
強
大
な
力
を
も
つ
も
の
の
チ
ェ
ス
の
コ
マ
で
は
な
い
。
固
有

化
は
フ
ラ
ン
ス
の
生
産
を
防
衛
す
る
武
器
で
あ
る
」
。
日
間
足

S
島
-
N
a
¥
申
告
同
¥
凶
器
同
]

こ
こ
に
見
ら
れ
る
〈
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
な
ら
ぬ
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
(
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
)
は
、
実
は
、
戦
後
フ
ラ

ン
ス

(
と
り
わ
け
ゴ

l
リ
ス
ト
政
権
期
|
|
ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
期
か
ら
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
大
統
領
下
の
シ
ラ
ク
首
相
の
時
期
ま

で
|
|
|
)

の
産
業
政
策
の
基
底
を
一
貫
し
て
流
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
産
業
政
策
を
支

え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
し
て
、
社
会
党
政
権
と
そ
れ
以
前
の
右
派
・
中
道
政
権
(
と
く
に
ゴ

l
リ
ス
ト
政
権
)
と
の
間
に
は
社
会
主
義

と
い
う
側
面
で
は
断
絶
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
側
面
で
は
大
き
な
連
続
性
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ

(1) 

'hv

。そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

(
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
資
本
主
義
国
に
お
け
る
社
会
主
義
(
的
)
あ
る
い
は
左
翼



(2) 

(
的
)
政
党
が
示
す
「
護
民
官
」
的
役
割
指
向
に
起
因
す
る
、
社
会
主
義
的
あ
る
い
は
左
翼
的
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
)

が
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
化
す
る
と
い
う
構
造
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い

[
護
民
官
機
能
に
つ
い
て
は
、
森
本
、

N
C
S参

照
]
。
同
じ
年
の
党
大
会
(
一

O
月
)
で
の
モ
ロ
ワ
首
相
の
発
言
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
野
党
が
こ
れ
ほ
ど
不
機
嫌
に
反
応
す
る

と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
最
高
の
価
値
で
あ
る
も
の
、

一
部
の
銀
行
家

即
ち
金
に
我
々
が
手
を
付
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
ち
は
、
[
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
の
]
コ
ブ
レ
ン
ツ
の
亡
命
貴
族
の
精
神
を
再
ぴ
見
出
し
さ
え
し
、
国
の
利
益
に
反
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
を

た
め
ら
わ
な
い
」
[
丘
芯
己

σ可
思
B
E
C
E
-
呂∞

p
u
-
E叶
]
。
産
業
政
策
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
と
り
わ
け
衰
退
産
業
救

済
政
策
に
お
い
て
色
濃
く
現
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
規
定
さ
れ
形
成
さ
れ
た
社
会
党
政
権
の
産
業
政
策
は
、

し
か
し
経
済
の
現
実
の
要
請
に
合
致
す
る
と

は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
。
安
く
は
な
い
代
償
を
支
払
っ
た
学
習
の
結
果
、
〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
は
後
退
し
、
〈
経
済
合
理
性
〉
に
大
き
く

規
定
さ
れ
た
産
業
政
策
の
登
場
と
な
る
。
本
章
で
は
、

か
つ
て
長
き
に
わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
政
治
勢
力
の
右
派
か

ら
左
派
に
至
る
ま
で
の
挙
国
一
致
的
な
「
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
支
え
ら
れ
、

そ
し
て
今
や
構
造
的
不
況
産
業
・
衰
退
産
業
と
し
て

救
済
の
対
象
と
な
り
果
て
た
鉄
鋼
産
業
を
め
ぐ
る
社
会
党
の
産
業
政
策
を
通
し
て
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ボ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
経
済
的

現
実
の
交
錯
の
過
程
を
見
て
行
き
た
い
。

【補】

フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
の
概
要

こ
こ
で
一
九
七
八
年
(
鉄
鋼
産
業
救
済
の
た
め
に
「
事
実
上
の
」
固
有
化
が
な
さ
れ
た
年
)
ま
で
の
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
の
概
要
を
見

て
お
き
た
い
。

「
第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
た
時
点
で
は
、
鉄
鋼
産
業
は
同
族
経
営
の
金
融
グ
ル
ー
プ
が
所
有
す
る
多
数
の
比
較
的
小
さ
な
企
業
か
ら
な
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っ
て
い
た
。
そ
の
製
鉄
所
は
内
陸
部
、
主
に
ロ
レ

l
ヌ
と
ノ

l
ル
に
位
置
し
て
お
り
、
立
地
条
件
は
良
く
な
か
っ
た
。
設
備
は
技
術
面
で

遅
れ
て
い
た
が
、

そ
の
所
有
者
は
近
代
化
の
た
め
の
財
源
に
は
一
般
に
事
欠
い
て
い
た
。
ま
た
鉄
鋼
業
の
多
く
は
ロ
レ
1

ヌ
産
の
低
品
位

の
鉄
鉱
石
を
使
用
し
て
お
り
、

そ
れ
が
生
産
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
た
。
政
府
は
[
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
に
]
鉄
鋼
産
業
を
[
再

編
・
]
合
理
化
す
る
必
要
性
を
意
識
し
、

照
(
図
表
は
章
末
に
一
括
し
て
掲
載
し
た
)
]
。
が
、
こ
れ
ら
は
産
業
設
備
や
生
産
の
物
理
的
統
合
よ
り
も
、

一
連
の
合
併
・
統
合
整
理
を
奨
励
し
た
[
〈
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
〉
政
策
、

図
1
参

む
し
ろ
主
に
金
融
的
統
合
の

形
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
持
ち
株
会
社
と
共
同
所
有
の
子
会
社
の
込
み
入
っ
た
配
置
が
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
[
出
。
4
5
Z
¥
Z
Sロ
q同
¥

町内円。目。吋¥者。

-
R
E
g
w
Z
N∞]

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
の
「
生
産
性
は
世
界
水
準
か
ら
見
て
極
端
に
低
か
っ
た
。
旧
来
か
ら
の
製
鉄
所
は
閉
鎖
も
さ
れ
な
け

れ
ば
、
改
良
も
さ
れ
ず
、
[
そ
し
て
他
方
で
、
借
入
金
に
よ
っ
て
臨
海
部
で
の
新
鋭
製
鉄
所
建
設
に
莫
大
な
投
資
が
な
さ
れ
た
の
だ

l
i代

表
的
な
も
の
が
ダ
ン
ケ
ル
ク
の
そ
れ
と
マ
ル
セ
イ
ユ
近
郊
の
フ
ォ
ス
リ
シ
ュ
ル
H
メ
l
ル
笥

2
4
R
l冨
∞
吋
)
の
そ
れ
で
あ
る
]
:
:
:
そ
の

基
本
的
な
構
造
的
諸
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
ほ
と
ん
ど
何
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
危
機
の
前
夜
一
九
七
四
年
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産

業
は
、
二
三

O
億
フ
ラ
ン

(
概
算
)

の
累
積
債
務
を
か
か
え
る
に
至
っ
た
。
労
働
者
一
人
当
た
り
の
生
産
高
は
、

E
C
全
体
の
平
均
二

O

一
一
ト
ン
、
ア
メ
リ
カ
二
五
二
ト
ン
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
七
五
ト
ン
で
あ
っ
た
」
。
[
図
。
毛
色
]
¥
2
2ロ
ゆ
え
¥
問
日
ぽ
之
君
。

E
W
z
g
-
℃・

そ
し
て
「
[
世
界
的
な
]
鉄
鋼
危
機
の
開
始
に
よ
り
、

フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
は
[
当
然
の
こ
と
な
が
ら
]
深
刻
な
打
撃
を
蒙
り
、

一
九
七

五
年
は
か
大
戦
以
来
、

フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
業
に
と
っ
て
最
悪
の
年
8

で
あ
っ
た
」
。
生
産
高
は
著
し
く
落
ち
込
み

(表
1
)
、
ま
た
ユ
ジ
ノ
l

ル
社
を
例
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
年
に
単
年
度
収
支
が
赤
字
に
転
落
し
て
い
た
(
表
5
)
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
鉄
鋼
経
営
者
も
政
府
の

計
画
作
成
者
も
、

乱
暴
な
程
楽
観
的
な
市
場
の
成
長
予
測
に
も
と
づ
い
て
、
鉄
鋼
産
業
の
野
心
的
な
拡
張
目
標
を
放
棄
す
る
こ
と
を
強
く



厭
が
り
、
:
:
:
生
産
能
力
の
削
減
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
」
。
そ
し
て
国
内
需
要
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産

業
は

E
C内
外
で
「
非
経
済
的
な
価
格
で
の
」
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
を
駆
け
(
図

3
)
、
生
産
高
と
稼
働
率
の
低
下
は
緩
和
さ
れ
た
が
、
財
政
状

態
は
全
く
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
増
大
す
る
損
失
は
、
「
そ
の
多
く
の
部
分
が
政
府
に
よ
り
融
資
さ
れ
た
か
或
は
保
証
さ
れ
た
」

大
量
の
借
入
金
で
カ
バ
ー
さ
れ

一
九
七
八
年
ま
で
に
鉄
鋼
産
業
全
体
の
中
長
期
の
負
債
は
年
間
総
売
上
高
を
超
し

(
一
九
七
五
年

八
三
億
フ
ラ
ン
、

七
六
年
一
三
三
九
億
フ
ラ
ン
、

七
七
年
二
二
八

O
億
フ
ラ
ン
)
、

ユ
ジ
ノ

l
ル

サ
シ
ロ

i
ル
両
社
は
、
『
フ
ォ

l
チ
ユ

i
ン
』
(
明
。
ュ

50)
誌
の
世
界
赤
字
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
に
姿
を
現
す
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
[
図
。
毛
色
¥Zoo--∞
え
¥
同

5-O吋
¥
当
。
-R
・

5
g・
3
・
5HiZω
・
国

ad司R
P
E
g
-
℃・

8
]
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(
1
)

こ
こ
で
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
政
策
・
産
業
政
策
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
的
確
に
要
約
し
た
次
の
文
章
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
筆

者
は
一
九
八
九
年
当
時
E
D
F
(
フ
ラ
ン
ス
電
力
)
経
済
・
戦
略
研
究
次
長
で
、
そ
れ
ま
で
長
く
工
業
省
(
工
業
・
研
究
省
)
で
様
々
な
要
職
に
つ

い
て
い
た
人
で
あ
る
。
「
第
五
共
和
制
に
お
け
る
国
家
と
産
業
の
関
係
を
分
析
す
る
に
は
、
歴
史
か
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
集
合
心
理

と
い
う
も
の
を
見
抜
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
七
世
紀
、
一
八
世
紀
に
は
フ
ラ
ン
ス
は
、
経
済
・
軍
事
・
外
交
・
文
化
の
領
域
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
支
配
的
強
固
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
汐
偉
大
な
る
ナ
シ
ヨ
ン
4

は
、
蒸
気
機
関
と
紡
績
機
械
の
産
業
革
命
の
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
の
卓
越
に
道
を
譲
り
、

そ
し
て
鉄
鋼
と
機
械
の
革
命
の
時
代
に
ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
に
道
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
人
口
統
計
学
上
・
軍
事
上
・
地
政
学
上
・
経

済
上
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
明
ら
か
な
こ
の
よ
う
な
相
対
的
衰
退
は
、
な
に
に
も
ま
し
て
産
業
(
工
業
)
の
後
進
性
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
回
図
的
均
衡
、
植
民
地
帝
国
、
文
化
的
影
響
力
の
幻
想
で
自
ら
を
慰
め
よ
う
と
し
た
。
一
九
一
八
年
の
勝
利
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
は
ド

イ
ツ
か
ら
特
許
を
没
収
し
、
機
械
や
工
場
全
体
を
移
転
さ
せ
、
外
国
の
管
理
下
に
お
か
れ
た
鉱
山
を
収
用
し
、
ル
ー
ル
を
占
領
し
て

|
i
[要
す
る

に
]
フ
ラ
ン
ス
の
グ
産
業
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
。
の
性
質
を
示
し
つ
つ
、
ド
イ
ツ
の
産
業
力
を
引
き
継
ご
う
と
素
朴
に
も
企
て
た
の
だ
。
一
九
四
O
年

の
敗
北
で
ど
ん
底
に
落
ち
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
六
月
一
八
日
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ド
・
ゴ

l
ル
将
軍
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
。
グ
今
日
、
機
械
力
に
よ
っ

て
敗
北
し
た
我
々
は
、
明
日
に
は
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
機
械
力
に
よ
っ
て
勝
利
者
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
。
戦
後
、
そ
し
て
さ
ら
に
一
層
第
五
共
和
制

の
到
来
と
と
も
に
|
|
こ
の
時
に
非
植
民
地
化
が
、
か
つ
て
の
偉
大
な
る
ナ
シ
ヨ
ン
が
依
然
抱
い
て
い
た
幻
想
的
野
心
に
終
止
符
を
打
ち
、
新
し
い
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
野
心
へ
の
道
な
ら
し
を
し
た
の
だ
l
l
t、
経
済
的
繁
栄
と
と
も
に
産
業
(
工
業
)
が
ナ
シ
ヨ
ン
の
救
済
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
の
は
自

然
な
よ
う
に
見
え
た
の
だ
」
{
宮
丘
町
血
管

-
s
g
u
同

)U-Hggm]。

(2)

〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
概
念
を
、
こ
こ
で
は
ご
く
緩
や
か
に
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
こ
う
。
政
党
・
政
治
運
動
・
政
治
体
制
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
正
当
性
の
基
礎
を
第
一
義
的
に
、
「
民
衆
」
「
勤
労
大
衆
」
「
一
般
国
民
」
(
「
労
働
者
階
級
」
と
い
っ
た
「
階
級
」
で
は
な
い
)
と
い
っ
た
漠

然
と
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
一
括
さ
れ
る
非
常
に
様
々
な
社
会
集
団
の
、
具
体
的
・
個
別
的
な
利
益
擁
護
・
利
益
代
弁
に
求
め
(
そ
の
際
、
諸
々
の
個

別
利
益
間
の
矛
盾
や
整
合
性
の
問
題
に
は
充
分
な
注
意
が
払
わ
れ
な
い
て
そ
し
て
そ
れ
ら
の
利
害
を
「
一
握
り
」
と
さ
れ
る
「
金
持
ち
」
「
大
企
業
」

「
独
占
資
本
」
等
々
の
利
害
に
対
置
さ
せ
る
、
こ
の
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
以
上
の
よ
う
に
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
を
定
義

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ビ
ル
ン
ボ
l
ム
(
虫
巾
コ
巾
思

B
σ
E
B
)
の
い
く
つ
か
の
作
品
、
と
り
わ
け
同
之
さ
も
な
ミ
雪
h
さ
伺
[
∞
日
g
g
g
F
S∞
品
]

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
。
ビ
ル
ン
ボ
l
ム
自
身
は
、
〈
円
)

O

H

】
巳
同
回
目
巾
〉
の
用
語
は
用
い
て
い
な
い
が
、
多
く
の
書
評
者
の
中
で
、
政
治
学
者
ポ
ル
テ
リ

(
出
口
智
昂
印
句
。
円
片
品
】
ロ
)
は
、
「
非
神
話
化
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
流
ポ
ビ
ュ
リ
ズ
ム
」
(
下
町
旬
。
匂
ロ
-
2
5巾
帥
-
白
骨
同
呂
田
山
田
巾
円
四
m
B
1
E出
血
川
)
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
書
評
を
行
っ
て
い
る
(
同
書
評
は
、
ビ
ル
ン
ボ
|
ム
の
こ
の
作
品
の
増
補
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
)
。

II 

社
会
党
政
権
初
期
(
一
九
八
一

1
一
九
八
一
二
)

の
鉄
鋼
政
策
を
支
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

社
会
党
政
権
初
期
の
鉄
鋼
政
策
を
支
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
「
ポ
ビ
ュ
リ
ズ
ム
」
を

取
り
上
げ
る
。

[
1
]
 
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

か
つ
て
政
府
の
経
済
計
画
の
作
成
に
携
わ
り
、

一
九
八
一
年
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
大
統
領
府
で
産
業
顧
問
と
な
っ
た
ア
ラ
ン
・
ブ
ブ
リ

l

ユ
(
〉
宮
山
口
∞
。
ロ
豆
町
]
)
の
一
九
七
七
年
の
著
書
は
、
既
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
(
『
産
業
社
会
主
義

(
C
g
n
E
U
E
Z
E
E
E巳)』

が
、
社
会
党
政
権
初
期
の
産
業
政
策
を
領
導
し
た
基
本
的
な
考
え
方
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
が
、
産
業
政
策
の
要
と
し
て
の
固
有
化
を
鮮
明

に
打
ち
出
し
た
こ
の
著
作
の
論
理
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

F
S
σ
oア
邑
∞
ア
円
)
℃
・
ω
。l臼
の
要
約
に
よ
る
]



「
フ
ラ
ン
ス
の
主
要
な
問
題
点
は
、
こ
の
国
が
各
生
産
部
門
の
全
体
を
支
配
す
る
強
力
な
寡
占
企
業
を
も
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
[
だ
が
]

こ
れ
ら
の
企
業
こ
そ
が
、
そ
の
技
術
上
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
(
と
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
技
術
使
用
料
)
、
世
界
市
場
を
振
興
す
る
そ
の
能
力
、

そ
し
て
貿
易
の
変
動
に
対
す
る
そ
の
抵
抗
力
(
貿
易
の
変
動
は
興
隆
し
つ
つ
あ
る
部
門
に
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
打
撃
は
与
え
な
い
)
の
ゆ

え
に
、
富
の
大
部
分
を
首
尾
よ
く
集
中
す
る
の
で
あ
る
。

「
自
由
市
場
主
義
的
資
本
主
義
は
こ
の
国
の
役
に
は
た
た
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
こ
の
国
が
、
普
通
の
企
業
家
的
な
危
険
で
さ
え
引
き

受
け
る
こ
と
に
気
乗
り
薄
の
、
臆
病
な
民
間
の
投
資
家
や
銀
行
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
貯
蓄
を
(
工
業

会
社
の
株
式
の
よ
う
な
)
危
険
負
担
資
本
に
向
け
な
い
で
、
債
券
、
或
は
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
不
動
産
へ
の
投
資
を
助
長
し
た
の
で
あ
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る
。
か
く
て
銀
行
は
産
業
に
対
す
る
好
意
的
な
支
持
者
あ
る
い
は
奨
励
者
と
い
う
よ
り
、
産
業
か
ら
養
分
を
取
る
寄
生
体
と
な
っ
て
い
る

の
だ
。
問
題
は
、
需
要
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
高
い
経
済
成
長
率
と
よ
り
高
い
利
潤
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
解
決
で

き
な
い
。
第
一
に
開
放
経
済
に
あ
っ
て
は
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
需
要
は
輸
入
の
急
増
に
つ
な
が
り
う
る
だ
け
で
あ
り
、

そ
れ
は
遅
か
れ
早

か
れ
努
力
を
水
泡
に
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
上
昇
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
潤
は
、
需
要
が
停
滞
し
或
は
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
に
よ
り

大
き
な
投
資
を
誘
導
す
る
の
に
当
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
パ

l
ル
政
権
時
代
は
示
し
た
の
だ
。
こ
れ
と
は
対
照
的

に
、
固
有
化
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
解
決
策
を
提
供
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
固
有
化
の
助
け
を
借
り
て
、
国
家
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
企
業
を
、
技
術
上
・
金
融
上
・
産
業
上
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
何
年
か
の
聞
大
量
の
資
本
投
下
が
、
従
っ
て
固
有
化
の
範
囲
を
限
る
こ
と
が

(
そ
し
て
ま
た
銀
行
を
接
収
す

る
こ
と
が
)
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
選
択
に
当
た
っ
て
政
府
は
、
(
技
術
上
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
一
雇
用
な
ど
の
点
で
)
望
ま
れ
た
衝
撃
を

最
大
化
す
る
た
め
に
最
も
有
望
な
候
補
を
探
し
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
該
当
企
業
は
原
材
料
か
ら
最
終
製
品
ま
で
の
生
産
の
部
門
全
体
(
或

は
い
わ
ゆ
る
連
鎖

S
5
5〉
)
を
支
配
し
、
こ
う
し
て
学
習
効
果
・
規
模
の
経
済
・
輸
出
の
成
功
等
々
を
拡
め
つ
つ
、
産
業
的
活
力
と
他
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企
業
に
た
い
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
極
と
し
て
も
役
立
つ
よ
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
産
業
の
こ
の
よ
う
な
再
構
築
の
結

果
は
、
よ
り
高
い
賃
金
と
よ
り
よ
い
福
祉
シ
ス
テ
ム
を
、
ま
た
よ
り
多
く
の
、
よ
り
質
の
高
い

(
そ
し
て
よ
り
良
く
支
払
わ
れ
る
)
雇
用

を
提
供
で
き
る
、
よ
り
繁
栄
し
た
経
済
で
あ
ろ
う
」
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

ブ
ブ
リ
l
ユ
に
と
っ
て
の
固
有
化
の
理
由
は
、
確
か
に
ラ
ウ
パ

l
が
指
摘
す
る
よ
う
に

F
E
σ
q・
5
∞
ア
宅
・
包
!

出
]
ミ
ッ
テ
ラ
ン
も
合
め
た
社
会
党
指
導
者
の
あ
る
部
分
に
と
っ
て
の
よ
う
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
、
主
に
フ
ラ
ン
ス

経
済
の
立
て
直
し
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル
な
も
の
で
あ
り
、

ロ
カ
l
ル
や
ド
ロ

l
ル
の
よ
う
な
グ
正
統
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
l
e
に
は
否
定
的
な
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
出
身
の
指
導
者
た
ち
も
共
有
し
て
い
た
考
え
方
(
言
わ
ば
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
の
社
会
主
義
)

(
l
)
(
2
)
 

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ニ
カ
ル
な
主
張
の
中
に
も
、
〈
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
の
基
調

(
H
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
的
独
立
の
確
保
)

は
明
ら
か
で
あ
り
、
ブ
ブ
リ
l
ユ
は
彼
の
提
言
を
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
こ
こ
か
ら
出
て
来
る
再
産
業
化
は
、
フ

ラ
ン
ス
が
主
要
資
本
主
義
強
国
に
追
い
付
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
既
に
競
争
力
の
あ
る
(
或
は
少
な
く
と

も
そ
れ
に
近
づ
い
て
い
る
)
特
定
の
、
比
較
的
小
範
囲
の
部
門
あ
る
い
は
企
業
へ
の
援
助
と
い
う
パ

l
ル
の
政
策
の
下
で
は
、

フ
-
フ
ン
ス

は
早
晩
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
半
周
縁
に
移
行
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」

F
E
σ
q
-
巴
∞
戸
℃
円
)
・

8
1臼
の
要
約
に
よ
る
]
。

そ
し
て
問
題
の
鉄
鋼
産
業
に
つ
い
て
も
(
こ
の
著
作
が
出
た
一
九
七
七
年
と
言
え
ば
鉄
鋼
危
機
の
開
始
後
か
な
り
経
ち
、

そ
の
ピ

l
ク

-

l

一
九
七
八
年
ー
ー
を
迎
え
る
前
夜
で
あ
っ
た
が
)
、
こ
の
文
脈
の
中
で
〈
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
な
提
言
を

打
ち
出
し
て
い
た
。
「
鉄
鋼
産
業
は
産
業
の
位
置
の
中
で
は
金
属
加
工
業
を
左
右
し
、
そ
し
て
金
属
加
工
業
自
体
は
重
機
械
工
業
と
自
動
車

産
業
を
育
む
が
ゆ
え
に
、
鉄
鋼
産
業
は
外
的
制
約
が
な
ん
で
あ
れ
優
先
産
業
と
見
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鉄
鋼
産
業
か
ら
の
撤
退
は
、

産
業
全
体
へ
の
衝
撃
が
悲
惨
な
も
の
と
な
る
よ
う
な
グ
川
下
に
対
す
る
4

結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
強
力
な
鉄
鋼
産
業
の
な
い
主
要



産
業
固
な
ど
な
い
の
で
あ
る
」
[
巳
お
仏
ぴ
可
出
ミ
巧
凶
丘
・

5
∞
少
匂
日

)
-
g
g
]。

[
2
]
 
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

一
九
八
一
年
以
前
の
右
派
・
中
道
政
権
は
、
左
派
政
党
の
躍
進
に
直
面
し
て
の
選
挙
上
の
配
慮
か
ら
、
鉄
鋼
産
業
再
編
成
に
伴
う
余
剰

人
員
削
減
問
題
を
先
送
り
に
引
き
延
ば
し
て
い
た

(
例
、
え
ば
第
六
次
経
済
計
画
は
一
九
七
一

l
一
九
七
五
年
に
鉄
鋼
産
業
で
四
千
人
の
雇

用
減
を
想
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
一
万
人
も
増
加
し
て
い
た
)

の
だ
が
、

一
九
七
八
年
三
月
の
総
選
挙
が
終
わ
る
や
政
府
は
、
経
営

危
機
が
項
点
に
達
し
て
い
た
鉄
鋼
産
業
の
再
編
成
(
一
八
ヶ
月
で
一
二
七
五

O
人
の
一
雇
用
削
減
を
伴
う
)
に
早
急
に
着
手
す
る
事
を
決
意

し
、
こ
の
年
の
一
二
月
、
鉄
鋼
産
業
再
編
成
の
公
式
の
計
画
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
年
明
け
の
一
月
か
ら
三
月
は
じ
め
に
か
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と
り
わ
け
ロ
レ

l
ヌ
と
ノ

l
ル
の
鉄
鋼
業
地
帯
で
労
働
者
に
よ
る
激
し
い
抗
議
行
動
を
引
き
起
こ
し
た
が
、

け
て
、

そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど

自
然
発
生
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
労
働
組
合
指
導
部
(
鉄
鋼
産
業
に
お
け
る
最
大
の
労
組
は
共
産
党
系
の

C
G
T
で
あ
っ
た
)
や
左

派
政
党
指
導
部
(
ロ
レ

l
ヌ
の
鉄
鋼
都
市
ロ
ン
ウ
イ
|
(
円
。
ロ
閃
者
三
と
ノ

l
ル
の
鉄
鋼
都
市
ド
ゥ
ナ
ン

5
8丘
三
の
市
長
職
は
共
産
党

が
掌
握
し
て
お
り
、
ま
た
ノ

l
ル
県
の
県
都
リ
i
ル
の
市
長
は
社
会
党
の
モ
ロ
ワ
〔
冨

2
5
M
Y
E巾
司
乙
で
あ
っ
た
)
の
制
御
を
超
え
た

も
の
で
あ
っ
た
[
出
印
可
ぎ

R
P
E
g
-
U
S
]。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
鉄
鋼
再
編
計
画
と
労
働
者
の
激
し
い
抗
議
行
動
を
前
に
し
て
、
社
会
党
の
対
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
同
じ
左
派
陣
営
内
の
ラ
イ
バ
ル
共
産
党
は
、
こ
の
時
期
に
は
一
九
七
九
年
六
月
の
欧
州
議
会
選
挙
を
射
程
に
入
れ
て
お
き
わ

め
て
〈
ナ
シ
ョ
ナ
ル
H

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
〉
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
グ
鉄
鋼
産
業
の
余
剰
人
員
整
理
は
、

E 
C 

の
ダ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
・
0

フ
ラ
ン
(
ロ
ω
i
mロ
。
ロ
盟
問
ロ
)

の
結
果
だ
。
と
強
調
し
つ
つ
、

E
C
H
t
-
両
日
。
宮
門
E
n
z
o包
括
ぺ
(
失
業
の
ヨ

l
ロ

ツ
パ
)
と
い
う
激
し
い
反
E
C
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
鉄
鋼
の
生
産
能
力
は
現
状
の
ま
ま
で
維
持
が
可
能
だ
と
い
う
主
張
を
繰
り
返
し

て
い
た
。
[
旬
。
げ
ロ
由
。
ロ
・
呂
田
・
℃
匂
・
戸

a
E
]
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一
九
七
八
年
ま
で
は
、
「
ド
イ
ツ
が
支
配
す
る

E
C
カ
ル
テ
ル
の
要
求
に
従
っ
て
、
国
の
(
ナ
シ
ヨ

他
方
C
G
T
は
共
産
党
と
と
も
に

ナ
ル
な
)
経
済
利
益
を
非
愛
国
的
に
も
す
す
ん
で
犠
牲
に
供
し
て
い
る
」
と
し
て
経
営
者
と
政
府
を
非
難
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
、
鉄

鋼
産
業
再
編
成
の
必
要
性
そ
の
も
の
を
真
剣
に
検
討
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
(
例
え
ば
、
七
八
年
一
二
月
一
一
二
日
の
『
赤
旗
』

(
h同

勺
言
、
s
g
h
N
。
ぷ
崎
町
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
表
現
[
図
。
調
。
-qzoo--oユ
¥
同
円
。
目
。
円
¥
巧
。

E
・
冨
∞
∞
-
H
V

・
5
品
]
)
。
も
っ
と
も
一
九
七
八
年
の
終
わ

り
ご
ろ
ま
で
に
は
、

C
G
T
は
鉄
鋼
市
場
の
悪
化
と
組
合
指
導
部
の
交
替
に
よ
り
、
汐
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
的
独
立
を
守
る
。
と
い
う
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ス
ト
的
主
張
は
繰
り
返
し
つ
つ
も
、
圏
内
投
資
刺
激
(
公
共
事
業
・
輸
送
・
建
築
・
造
船
等
)
に
よ
る
圏
内
鉄
鋼
需
要
の
増
大
・
週

労
働
時
間
の
短
縮
・
退
職
年
令
引
き
下
げ
・
高
付
加
価
値
金
属
加
工
業
へ
の
産
業
多
様
化
と
い
っ
た
「
よ
り
デ
マ
ゴ

1
ギ
ッ
ク
に
敗
北
主

義
的
で
な
い
」
代
案
を
提
起
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
鉄
鋼
産
業
内
部
で
の
雇
用
維
持
と
い
う
立
場
は
不
変
で
あ
っ
た
。

[国

adga-zg・同
】

H
Y
E
l由
日
]
・

そ
し
て
、

一
連
の
抗
議
行
動
が
ほ
ぽ
終
息
し
た
三
月
一

O
日
、
ド
ゥ
ナ
ン
で
、
共
産
党
に
よ
っ
て
呼
び
掛
け
ら
れ
た
大
規
模
な
平
和
的

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
(
リ

l
ル
市
長
で
社
会
党
の
モ
ロ
ワ
率
い
る
一
団
も
、
行
進
の
し
ん
が
り
に
参
加
し
た
て

こ
の
場
で
共
産
党
は
三
色
旗
を
掲
げ
、
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ

l
ズ
を
歌
い
、
反

E
C
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
(
社
会
党

の
一
団
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
う
た
っ
た
。
)
巳

o
v
g
o
p
呂
田
・
畏
y
N
C
l
N
H
]
以
上
の
よ
う
な
共
産
党
、

C
G
T
の
〈
ナ
シ
ョ
ナ
ル
H

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
〉
的
対
応
に
対
し
て
、
全
体
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
積
極
的
な
社
会
党
は
、
鉄
鋼
再
編
に
絡
ん
で
反

E
C
キ
ヤ
ン

ぺ
l
ン
を
展
開
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
余
剰
人
員
整
理
問
題
に
つ
い
て
、
経
済
合
理
性
(
経
済
合
理
的
リ
ア
リ
ズ
ム
)
よ
り

も
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
規
定
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
七
八
年
三
月
の
選
挙
運

動
中
、
，
経
済
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
弁
者
。
ロ
カ

l
ル
(
冨
-n『

MO--gsa)
は
、
先
に
挙
げ
た
り

l
ル
市
長
(
兼
国
民
議
会
議
員
で
、

の

ち
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
初
代
首
相
と
な
る
)
モ
ロ
ワ
に
対
し
て
、
。
左
翼
政
権
下
で
は
鉄
鋼
雇
用
は
ひ
と
つ
も
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ



ろ
う
。
と
い
う
よ
う
な
約
束
を
し
な
い
よ
う
に
と
説
得
を
試
み
て
失
敗
し
て
い
た
が
口
。
げ

5
。
p
呂
田
w
u
・
自
∞
・
ロ
c
g
H
N
]
、
政
府
に
よ

る
鉄
鋼
再
編
プ
ラ
ン
公
表
後
の
七
九
年
一
月
末
に
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
こ
の
プ
ラ
ン
を
厳
し
く
非
難
し
、
グ
代
替
的
雇
用
が
前
も
っ
て
利
用

出
来
な
い
限
り
、
余
剰
人
員
整
理
は
回
避
す
る
ヘ
グ
ド
ゥ
ナ
ン
と
ロ
ン
ウ
ィ
!
と
い
う
最
も
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
で
新
た
な
鉄

ま
た
ロ
ン
ウ
ィ

l
で
の
デ
モ
に
「
一
活
動
家
と
し
て
」
参
加
す
る
こ

(
3
)
 

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
影
響
を
受
け
る
地
域
や
人
々
と
の
連
帯
を
示
し
て
い
た
[
国
ω
ヨ
E
E
u
E
g・同)℃
-E・
当
]
。
こ
の
よ
う
な

鋼
事
業
を
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
お
こ
な
い
、

ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
発
言
と
行
動
は
、
例
え
ば
左
派
政
治
勢
力
に
近
い
『
ル
・
モ
ン
ド
』
紙
に
よ
っ
て
も
次
の
よ
う
な
(
適
切
な
、

と
雪
同
、
フ
ベ

き
)
批
判
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
グ
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
業
の
解
体
を
拒
否
す
る
。
と
い
う
共
産
党
、

C
G
T
の
要
求
l
!
C
F
D
T
は
こ
れ
と
は
異
な
る

言
葉
づ
か
い
を
し
て
い
る
|
|
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
世
界
市
場
が
ど
う
展
開
し
よ
う
と
も
、
現
在
の
生
産
能
力
の
そ
の
ま
ま
の
維
持
を

求
め
る
つ
も
り
な
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
[
鉄
鋼
の
〕
世
界
市
場
は
発
展
途
上
国
を
利
す
る
形
で
、
そ
し
て
伝
統
的
生
産
国
と
り
わ
け
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
を
犠
牲
に
す
る
形
で
カ

l
ド
の
部
分
的
再
配
分
に
向
か
っ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
生
産
国
は
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
、

ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
庇
護
の
下
で
、

生
産
性
を
改
善
し
つ
つ
、

そ
の
過
剰
生
産
能
力
を
削
減
す
る
こ
と
を
企
て
た
の

だ
0

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
目
標
は

一
九
七
七
年
初
め
の
年
間
生
産
能
力
三
三

O
O
万
ト
ン
を
一
九
八
三
年
に
は
二
八
五

O
万
ト
ン
に
引
き

下
げ
る
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
一
九
七
七
年
・
一
九
七
八
年
の
生
産
高
(
二
二

O
O
万
ト
ン
と
二
二
八

O
万
ト
ン
)
に
対
し
て
二
五
%
、

過
去
最
高
を
記
録
し
た
一
九
七
四
年
の
生
産
高
(
二
七

O
O
万
ト
ン
)
に
対
し
て
で
さ
え
六
%
の
生
産
能
力
の
過
剰
で
あ
る
。
さ
ら
に
フ

ラ
ン
ス
鉄
鋼
業
が
占
め
る
国
内
市
場
の
規
模
は

一
九
七
八
年
で
、
総
生
産
高
二
二
八

O
万
ト
ン
か
ら
輸
出
分
九

O
O万
ト
ン
を
引
い
た

約
一
四
O
O
万
ト
ン
で
(
他
に
輸
入
が
七
五

O
万
ト
ン
)
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
が
信
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
よ
り
も
、
か
な
り
少
な
い
。

「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
は
グ
納
税
者
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
4

フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
の
損
失
を
取
り
上
げ
、
グ
私
企
業
は
社
会
的
代
償
な
し
に
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利
益
を
回
復
す
る
可
能
性
を
持
ち
、
再
編
成
は
彼
ら
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
と
非
難
し
て
い
る
が
、
し
か
し
企
業
の
財

政
均
衡
は
最
も
生
産
性
の
低
い
施
設
の
閉
鎖
な
し
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
達
成
さ
れ
得
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
だ
。
確
か
に
大
蔵
省
す
な

わ
ち
納
税
者
は
、
鉄
鋼
企
業
の
負
債
総
額
三
八

O
億
フ
ラ
ン
の
う
ち
二
五

O
億
フ
ラ
ン
を
引
き
受
け
た
が
、
こ
の
政
府
の
プ
ラ
ン
は
鉄
鋼

企
業
を
永
久
的
な
被
援
助
者
の
地
住
|
|
英
・
伊
の
鉄
鋼
企
業
は
納
税
者
の
大
き
な
負
担
で
こ
の
境
遇
に
置
か
れ
て
い
る
ー
ー
か
ら
抜
け

出
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
限
り
で

一
定
の
首
尾
一
貫
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
実
際
ド
ゥ
ナ
ン
の
施
設
|
|
こ
こ
は

何
年
も
前
に
ダ
ン
ケ
ル
ク
の
巨
大
工
場
の
建
設
に
よ
り
既
に
刑
の
宣
告
を
受
け
て
い
た
の
だ
ー
ー
ー
と
ロ
ン
ウ
ィ
ー
も
し
く
は
ヌ

l
ヴ
リ
メ

ゾ
ン
の
施
設
の
閉
鎖
に
よ
る
以
外
に
均
衡
へ
の
回
復
は
な
い
の
だ
。
こ
の
二
工
場
の
維
持
は
予
測
さ
れ
得
る
市
場
の
状
態
で
は
、
実
際
上

命
を
終
え
て
い
る
ヌ

l
ヴ
H
メ
ゾ
ン
の
鉄
鋼
工
場
に
加
え
て

ロ
ン
ウ
ィ
!
の
鉄
鋼
工
場
の
再
建
に
必
要
な
五

l
六
億
フ
ラ
ン
を
計
算
に

入
れ
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
企
業
の
運
営
費
へ
の
予
算
か
ら
の
大
き
な
持
ち
出
し
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
氏
は
対
抗
提
案
を
定
式
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
財
政
面
で
の
結
果
を
指
し
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
同
様
に
週
三
五
時

間
労
働
|
|
確
か
に
き
わ
め
て
望
ま
し
い
が
、
企
業
・
国
家
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
の
閣
で
の
費
用
の
分
担
が
必
要
と
な
ろ
う

ー
ー
の
コ
ス
ト
を
明
確
化
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
製
鉄
業
と
そ
の
一
三
万
人
の
従
業
者
は
余
り
に
も
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、

ロ

レ
l
ヌ
に
お
け
る
雇
用
に
関
し
て
の
メ
ス
メ
ル
(
冨

g包
括
ユ
氏
と
ジ
ロ

1
5
-
E
E
)
氏
の
矛
盾
す
る
発
言
に
つ
い
て
社
会
党
全
国
書

記
、
ベ
レ
ゴ
ヴ
ォ
ワ
(
∞
品
川
吋

mmog-
氏
が
最
近
言
っ
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
グ
民
衆
の
神
経
を
弄
ぶ
。
危
険
を
冒
す
こ
と
な
し
に
は
、
そ
の

(4) 

未
来
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
す
ば
や
く
注
釈
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
」
。

[
h
m
ミ
s
b
H
¥貯
4
・h
ヨ由]

(
1
)

こ
れ
と
の
関
連
で
、
一
九
八
二
年
の
国
有
化
と
一
九
七
二
年
の
政
府
共
同
綱
領
で
主
張
さ
れ
て
い
る
国
有
化
の
相
違
と
し
て
、
後
者
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
l
性
に
対
す
る
前
者
の
実
務
性
を
指
摘
し
た
へ
イ
ワ
l
ド
の
議
論
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
「
一

O
年
後
の
主
な
相
違
は
、
一
九
七
二
年
に
は
固
有
化
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は
ま
ず
第
一
義
的
に
権
力
を
労
働
者
か
ら
資
本
家
に
移
行
さ
せ
る
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
七

0
年
代
の
経
済
的
後
退
の
後
で
、
固

有
化
は
過
小
投
資
と
失
業
を
克
服
す
る
た
め
の
主
要
な
道
具
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
至
上
命
令
の
強
調
は
少

な
く
な
り
、
実
際
的
関
心
に
よ
り
大
き
な
重
み
が
与
え
ら
れ
た
の
だ
」
[
』
・
出
回
三
時
子
邑

g
・
u-
呂
町
]
。
そ
し
て
こ
こ
で
の
筆
者
の
議
論
と
の
関
係

で
さ
ら
に
言
え
ば
、
へ
イ
ワ
l
ド
も
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
と
実
務
性
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
「
多
国
籍
化
に
対
す
る
防
護
と
し
て
の
固
有
化
は
、
[
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
至
上
命
令
と
実
際
的
関
心
と
い
う
]
二
つ
の
関
心
を
う
ま
く
結

び
付
け
た
:
:
:
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
公
然
と
産
業
愛
国
主
義
の
守
護
聖
人
に
訴
え
か
け
た
。
グ
我
々
は
ド
ゴ

l
ル
が
核
戦
略
で
達
成
し
た
も
の
を
国
有
化

を
通
し
て
達
成
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
経
済
的
抑
止
力
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
8

と。」

[
5
E・]

(2)

た
だ
し
マ
ク
ロ
経
済
政
策
レ
ベ
ル
で
は
、
「
政
府
は
一
九
八
一
年
に
は
、
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
等
式
の
デ
ィ
マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
に
集
中
し
」
「
私
的

部
門
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
の
条
件
」
に
注
意
を
向
け
な
か
っ
た
の
は
確
か
で
あ
り
、
「
社
会
党
の
多
く
の
有
力
メ
ン
バ
ー
は
せ
い
ぜ
い
の
と

こ
ろ
、
私
的
部
門
を
奨
励
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
黙
認
し
て
お
か
れ
る
べ
き
経
済
の
一
要
素
と
し
て
見
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」

の
で
あ
る
。
「
新
し
く
国
有
化
さ
れ
た
産
業
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
背
後
に
あ
る
真
の
原
動
力
に
な
る
と
[
彼
ら
は
]
期
待
し

た
。
」
「
し
か
し
、
一
九
八
一

l
八
二
年
の
広
範
な
固
有
化
の
後
で
さ
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
生
産
と
雇
用
の
半
分
以
上
は
私
的
資
本
の
支
配
下
に
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
・
:
:
・
固
有
化
さ
れ
た
産
業
だ
け
で
は
輸
入
あ
る
い
は
失
業
の
増
大
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
」
百
件
母
国
白
戸
H
U
∞ア

同省

-S18]。
従
っ
て
、
こ
こ
で
言
う
「
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
の
社
会
主
義
」
は
、
そ
の
力
が
過
大
評
価
さ
れ
た
国
有
化
部
門
に
も
つ
ば
ら
限
ら
れ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(3)

同
じ
頃
(
一
月
二
九
日
)
、
モ
ロ
ワ
も
当
時
の
パ

l
ル
首
相
と
の
会
談
で
「
あ
な
た
は
高
炉
を
閉
鎖
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
再
ぴ
燃
え
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
高
炉
が
あ
る
。
そ
れ
は
怒
り
の
高
炉
だ
」
な
ど
と
述
べ
て
い
た
。
目
、
防
雪
、

8
・
Z
¥曲
三
]
¥
忌
∞

p
u・ω吋
]

(4)

と
こ
ろ
で
、

J
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
こ
れ
ら
の
発
言
は

C
G
T
の
立
場
と
は
異
な
り
、
鉄
鋼
産
業
内
部
で
の
雇
用
維
持
を
あ
く
ま
で
追
求
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
鉄
鋼
産
業
以
外
で
の
代
替
的
雇
用
の
創
出
が
あ
れ
ば
、
鉄
鋼
で
の
雇
用
削
減
を
認
め
る
と
い
う
含
み
を
残
し
て
は
い
た
e
と
へ
イ
ワ
ー

ド
は
述
べ
て
い
る
が
、
七
九
年
一
月
時
点
で
は
こ
の
点
は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は

C
F
D
T
の
方
が
ミ
ッ
テ
ラ
ン
よ
り
も
い

ち
早
く
、
よ
り
現
実
的
で
あ
り
|
|
先
の
『
ル
・
モ
ン
ド
』
紙
か
ら
の
引
用
の
中
で
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
|
|
、
，
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八

一
年
の
聞
に
予
定
さ
れ
る
一
二
七
五

O
人
の
雇
用
減
は
、
早
期
退
職
・
鉄
鋼
産
業
内
外
で
の
配
置
転
換
(
代
替
雇
用
)
・
大
幅
な
自
発
退
職
手
当
の

支
給
を
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
4

と
い
う
一
九
七
九
年
七
月
の
協
定
に
調
印
し
た
の
で
あ
る

(
C
F
D
T
の
ロ
ン
ウ
ィ

l
支
部
は

C
G
T
と
と
も
に
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拒
否
し
た
が

)
O
B司
君
主
・

5
?
喜

宏

戸

国
O
z
-
-
¥
Z
C巾

~-2¥尽
忠
之
君
。
-R
・
s
g
w
u・
5]
こ
の
結
果
、
雇
用
削
減
絶
対
反
対
の
C

G
T
H
共
産
党
は
、
労
働
運
動
内
部
で
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
。

I
 
I
 
I
 
鉄
鋼
企
業
の
固
有
化

固
有
化
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
の
経
済
政
策
の
中
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
論
争
の
的
と
な
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、
こ
と
鉄
鋼
企
業
の
国

(1) 

ほ
と
ん
ど
議
論
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
第
一
に
、
完
全
な
破
産
状
態
に
陥
っ
て
い
た
鉄

(2) 

で
「
事
実
上
」
固
有
化
さ
れ
、
今
回
は
い
わ
ば
そ
れ
が
「
公

有
化
に
関
し
て
は
、

鋼
諸
企
業
は
、
す
で
に
一
九
七
八
年
九
月
、
保
守
政
権
下
(
パ
!
ル
政
府
)

式
に
」
国
有
化
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
(
パ

l
ル
政
権
下
の
固
有
化
が
「
事
実
上
」
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
、
政
治

的
対
抗
者
日
左
翼
野
党
の
年
来
の
主
張
U
固
有
化
を
採
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
「
私
企
業

の
熱
心
な
擁
護
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ユ
ジ
ノ

l
ル

(
U
S
I
N
O
R
)
社
の
会
長
エ
チ
ュ
ガ
リ
!
日
R
Z
m
R弓
)
で
さ
え
、
固
有
化
が

会
社
の
財
政
上
の
必
要
を
充
た
す
唯
一
の
方
法
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
の
だ
[
出
き
警
守
町
出

.sa混
じ
C
¥
巴
巳
宮
内
凶

ぴ
可
出
口
広
∞
。
ロ
色
町

ω山
門
出
巾
ア

E
S
-
H
Y
C
H〕。

第
二
に
国
有
化
の
内
容
と
し
て
、
両
鉄
鋼
金
業
が
国
家
に
負
っ
て
い
る
莫
大
な
負
債
(
一
四
O
億
フ
ラ
ン
)
を
株
式
に
転
換
す
る
こ
と

で

ユ
ジ
ノ

l
ル
社
の
株
式
の
八
六
%
、

サ
シ
ロ

l
ル

(
S
A
c
-
L
O
R
)
社
の
株
式
の
九
三
%
を
確
保
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
国

有
化
に
よ
る
国
家
の
実
質
的
負
担
の
増
加
分
は
(
こ
の
段
階
で
は
)
僅
か
ば
か
り
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
[
国
若
者

R
P

]石∞
A
Y
H】
円
)
・
由
一
戸
市
山

N
w
m
v

。〕

こ
の
鉄
鋼
固
有
化
の
審
議
(
一

O
月
八
日
の
国
民
議
会
で
行
わ
れ
た
)
に
お
い
て
共
産
党
議
員
は
、
「
一
九
世
紀
資
本
主
義
の
こ
れ
ら
城

塞
の
屈
服
に
対
す
る
得
意
然
と
し
た
態
度
」
と
「
鉄
鋼
生
産
は
一
九
八

0
年
代
に
は
拡
張
可
能
だ
と
い
う
、
幸
せ
な
ほ
ど
非
現
実
的
な
主



張
」
の
結
合
を
示
し
て
異
彩
を
放
っ
て
い
た
が
、
社
会
党
政
府
関
係
者
の
発
言
は
か
な
り
多
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。
工
業
相
ド
レ
フ
ュ
ス

(EOH・5
0
5
1
5
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
企
業
の
世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア
維
持
に
関
す
る
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
発
言
を
、
し
か
し

「
慎
重
な
懐
疑
主
義
」
で
も
っ
て
行
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

公
共
部
門
拡
大
担
当
次
官
ル
・
ガ
レ
ッ
ク

C
gロ
F
O
の
ω司
ぬ
の
)
は
「
必

観要
的と
展さ
望れ
をる
語何
つ百
て億
いフ
たすラ

一/
[
も
の
金
]
を
見
つ
け
出
す
必
要
の
な
い
人
の
快
活
き
」
で
汐
固
有
化
に
よ
る
競
争
力
強
化
。
に
関
す
る
楽

[出

314宅
R
P
E
E
-
同

)-g]

他
方
、
長
年
に
わ
た
る
莫
大
な
公
的
資
金
の
投
入
の
果
て
に
財
政
破
綻
に
陥
っ
た
鉄
鋼
企
業
の
固
有
化
が
、
今
後
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

財
政
負
担
の
問
題
に
当
然
の
事
な
が
ら
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
予
算
相
フ
ァ
ビ
ウ
ス

(FE吋
g仲間よ
σ宮
田
)
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
楽
観

103ーーボーダレス「市場経済Jと「国民国家」主義(ー)

主
義
は
と
う
て
い
与
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
審
議
の
中
で

彼
は

一
九
七
八
年
六
月
以
降
国
か
ら
ユ
ジ
ノ

l
ル

サ
シ
ロ

l
ル
両
社

に
提
供
さ
れ
た
膨
大
な
貸
付
金
額
を
示
し
つ
つ
、
こ
の
「
パ
ナ
マ
事
件
以
来
最
大
の
財
政
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
終
止
符
を
打
た
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
決
然
た
る
態
度
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
[
h
m
』

h
g
h
p
E
¥。
ぇ
・
¥
巴
]

(
1
)

従
っ
て
他
の
部
門
は
憲
法
評
議
会
を
巻
き
込
ん
だ
議
会
で
の
激
し
い
論
争
と
駆
け
引
き
を
経
て
、
よ
う
や
く
八
二
年
一
月
二
八
日
の
国
民
議
会
で

の
法
案
可
決
で
国
有
化
さ
れ
た
が
、
鉄
鋼
企
業
に
つ
い
て
は
八
一
年
一

O
月
八
日
の
議
会
で
固
有
化
の
原
則
が
承
認
さ
れ
た
。

(
2
)

そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
政
府
機
関
が
過
半
数
の
株
式
を
保
有
す
る
金
融
会
社
(
持
株
会
社
)
を
設
立
し
、
国
家
お
よ
び
そ

の
他
の
公
的
制
度
に
対
す
る
両
鉄
鋼
企
業
の
負
債
の
一
部
を
株
式
(
仏
岳
2
2
5
)
に
転
換
し
、
こ
れ
ら
企
業
の
過
半
数
支
配
権
(
日
と
。

E
q
B
E
g
-
)

を
掌
握
す
る
|
|
た
だ
し
、
財
政
状
態
が
健
全
化
す
れ
ば
両
企
業
は
独
立
を
回
復
す
る
と
さ
れ
て
い
た
|
|
、
②
民
間
の
株
式
保
有
比
率
を
余
り
に

下
げ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
負
債
の
か
な
り
の
部
分
を
帳
消
し
に
す
る
。
③
資
本
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
い

F
D
E
S
(
経
済
社
会
開
発
基
金
)
、

G

I
S
等
か
ら
の
貸
付
け
金
は
、
年
率
わ
ず
か
0
・
一
%
と
い
う
「
参
加
貸
付
け
(
胃
巾

Z
B
E
n
e主
宰
」
に
転
換
さ
れ
る
ー
ー
な
お
こ
れ
ら
の
機
関

は
「
鉄
鋼
償
却
基
金
A
P
A
」
か
ら
補
償
を
受
け
る
|
|
。
④
粗
鋼
生
産
能
力
を
四
分
の
一
削
減
し
、
最
新
鋭
工
場
(
ダ
ン
ケ
ル
ク
、
フ
ォ
ス
)
に

集
中
さ
せ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
七
九
八
O
年
で
二
一
七
五
O
人
の
人
員
削
減
計
画
が
年
末
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
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た

oEOz--¥za-E¥同
互
角
¥
巧
o-
戸
巴

g
・

1ωω
・
出
血
三
白
丘
・

5
g
-
℃

-g]

(3)

ド
レ
フ
ュ
ス
工
業
相
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
鉄
鋼
業
の
再
建
は
、
市
場
と
競
争
の
現
状
お
よ
び
将
来
の
見
通
し
を
考
え
れ
ば
、
達
成
す
る
こ
と

が
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
・
・
:
:
:
確
か
に
、
世
界
の
鉄
鋼
市
場
は
あ
る
程
度
の
成
長
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
需
要
の
増
大
は
基
本
的
に
は

発
展
途
上
国
か
ら
の
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
国
々
も
ま
た
鉄
鋼
業
に
投
資
し
て
い
る
の
だ
。
:
:
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
鋼
業
は
、
日
本
の

工
業
が
も
っ
競
争
力
水
準
に
匹
敵
す
る
水
準
に
ま
で
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
。
我
が
国
の
よ
う
な
古
く
か
ら
の
工
業
国
で
の
国
内
需
要
の
拡
大
は
、

量
的
に
み
て
さ
さ
や
か
な
も
の
に
し
か
な
り
え
な
い
だ
ろ
う
O
i
-
-
-
[世
界
市
場
で
の
地
位
の
確
保
の
た
め
に
鉄
鋼
業
の
再
建
を
は
か
る
と
い
う
]

こ
の
賭
け
は
、
難
し
い
賭
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
賭
け
な
の
だ
」
と
。
他
方
、
ル
・
ガ
レ
ッ
ク
次
官
は
、
「
政
府
に
と
っ
て
、
固

有
化
は
、
制
裁
と
か
損
失
の
社
会
化
で
は
な
く
、
未
来
を
我
が
も
の
と
す
る
子
段
な
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
業
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
与
え
、
競

争
力
を
つ
け
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
強
気
で
あ
る
。

[
h
同
ミ
ロ
昌

S
E
E
n
?
¥∞H
]

IV 

政
策
の
選
択

さ
て
凹
で
見
た
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
領
導
さ
れ
た
方
針
を
、
具
体
的
な
鉄
鋼
政
策
と
し
て
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
直
面
す
る
で
あ

ろ
う
諸
問
題
は

一
九
八
二
年
六
月
に
『
新
中
期
鉄
鋼
プ
ラ
ン
』
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
前
に
「
遅
ま
き
な
が
ら
か
つ
大
急
ぎ
で
」
検
討
さ

れ
、
関
係
者
と
の
討
議
を
経
た
う
え
で
、
工
業
相
と
計
画
庁
長
官
に
よ
り
四
つ
の
報
告
が
諮
問
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
公
表
さ
れ
た
の
は
「
鉄

鋼
産
業
市
場
に
お
け
る
傾
向
と
そ
の
中
期
見
通
し
」
に
関
す
る
グ
ル
ノ

l
ブ
ル
大
学
教
授
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ュ
デ
(
虫
巾
司
巾
』
邑
2)
の
報
告

(
1
)
 

八
二
年
三
月
答
申
)
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
九
八
六
年
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
鉄
鋼
市
場
の
展
開

(
一
九
八
一
年
十
一
月
諮
問
、

に
関
す
る
三
つ
の
仮
説
と
そ
の
合
意
を
検
討
し
た
も
の
で
、
鉄
鋼
政
策
立
案
に
あ
た
っ
て
基
本
的
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

①
こ
の
三
つ
の
仮
説
の
第
一
の
も
の
は
。
低
め
の
生
産
。
仮
説
で
、
鉄
鋼
需
要
の
減
少
を
も
た
ら
す
低
い
経
済
成
長
率
を
仮
定
し
、

九
八
六
年
の
需
要
(
消
費
分
+
正
味
の
貿
易
バ
ラ
ン
ス
)
を
一
七
二

O
万
ト
ン
、

生
産
高
を
二

0
0
0万
ト
ン
と
想
定
す
る
。
②
二
つ
目

は
グ
中
程
度
の
生
産
。
仮
説
で
、
こ
れ
は

C
S
S
F
(
フ
ラ
ン
ス
製
鉄
業
組
合
)

が
支
持
す
る
仮
説
で
あ
る
が

一
九
八
三
年
か
ら
八
四



年
に
か
け
て
国
内
投
資
と
輸
出
の
双
方
で
顕
著
な
増
大
が
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
、
こ
の
う
え
に
立
っ
て
、
需
要
を
一
八
七

O
万
ト
ン
、
生

産
高
を
一
一
一
八

O
万
ト
ン
と
想
定
す
る
。
③
二
一
番
目
の
仮
説
は
ご
品
め
の
生
産
。
仮
説
で
、
も
っ
と
も
楽
観
的
な
仮
説
で
あ
り
、
経
済
拡

張
政
策
と
高
い
経
済
成
長
率
(
こ
れ
は
住
宅
市
場
と
固
有
化
企
業
に
よ
る
産
業
投
資
の
か
な
り
の
回
復
と
輸
出
の
増
大
を
想
定
し
て
い
る
)

を
前
提
と
し
て
、
需
要
を
二

O
六
O
万
ト
ン
、
生
産
高
を
二
四

O
O万
ト
ン
と
想
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
[
出

a
t
g己
-
E
g
-
匂・。∞]。

さ
て
、
以
上
三
つ
の
選
択
肢
を
提
示
さ
れ
た
政
府
は
一
九
八
二
年
六
月
九
日
の
閣
議
で
、
「
信
じ
ら
れ
な
い
位
に
野
心
的
な
」
仮
説
、
す

な
わ
ち
第
三
の
仮
説
を
選
択
し
た
。

①
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
選
択
の
経
済
的
非
合
理
性
・
非
現
実
性
は
決
定
の
時
点
で
す
で
に
明
白
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
鉄
鋼
市
場
の
現
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一
九
八

O
年
に
は
需
要
二

0
0
0万
ト
ン
、
生
産
高
二
三
二

O
万
ト
ン
で
あ
っ
た
の
が
、

一
九
八
一
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
八

O

実
は
万
ト
ン
と
一
二
三

O
万
ト
ン
、

そ
し
て
一
九
八
二
年
に
は
生
産
高
は
六
八
年
以
来
の
最
低
水
準
で
あ
る
一
八
四

O
万
ト
ン
に
ま
で
低
下
し

一
九
八
三
年
に
お
け
る
需
要
と
生
産
の
回
復
と
い
う
想
定
を
非
現
実
的
な
も
の
に
し
て
い
た
[
国
担
当
言
丘
・
呂
志
・
℃
・

(2} 

混
]
。
さ
ら
に
こ
の
想
定
の
非
現
実
性
は
、
ま
さ
に
こ
の
同
じ
一
九
八
二
年
六
月
の
政
府
に
よ
る
緊
縮
経
済
政
策
へ
の
転
換
開
始
に
よ
っ
て
、

て
お
り
(
表

1
)
、

一
一
層
確
か
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
世
界
的
な
景
気
後
退
局
面
に
あ
っ
て
も
、
鉄
鋼
需
要
に
対
す
る

著
し
く
楽
観
的
な
見
通
し
か
ら
生
産
能
力
拡
大
の
た
め
の
公
的
私
的
融
資
を
受
け
続
け
て
、
莫
大
な
負
債
を
累
積
さ
せ
て
き
た

[
出
ミ
当
時

P
E
E
-
3・
g
1
2
]
鉄
鋼
産
業
の
業
界
団
体

H
e
s
s
Fで
さ
え
、
今
回
は
従
来
ほ
ど
楽
観
的
に
は
な
り
得
ず
、

せ
い
ぜ

サ
シ
ロ

l
ル
の
両
鉄
鋼
企
業
は
、

一
九
八
二
年
に
も
六

い
第
二
の
仮
説
を
と
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
現
に
ユ
ジ
ノ

l
ル、

O
億
フ
ラ
ン
の
赤
字
を
記
録
し
て
い
た
[
国
者
当

R
P
E
g・
u-S]。
E
C委
員
会
に
至
つ
て
は
、
ジ
ュ
デ
の
グ
低
め
の
生
産
4

仮
説
で

さ
え
、
高
す
ぎ
る
予
測
と
見
な
し
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
[
出
。
君
。
]
}
¥
Z
0
0
]
]
ゆ
え
¥
同
内
耳
目
巾
司
¥
当
。

E
・
5
g
-
H
)・
5
。]

②
第
二
に
こ
の
よ
う
な
選
択
肢
の
実
行
は
、

E
C
と
の
間
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
一
九
七
四
年
の
第
一
次
オ
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イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
の
発
生
ま
で
世
界
的
な
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
て
生
産
の
拡
大
を
続
け
て
来
た

E
C
諸
国
の
鉄
鋼
産
業
は
、

一
九
七
五

年
以
後
後
退
局
面
に
入
っ
た
が
、

そ
れ
は
当
初
予
想
さ
れ
た
よ
う
な
一
過
的
な
も
の
で
は
な
く
、
生
産
高
の
低
下
と
世
界
に
占
め
る
シ
ェ

ア
の
縮
小
(
表
1
・
表
3
)
、
製
品
価
格
の
下
落
、
稼
働
率
の
低
下
(
図
2
て
そ
し
て
大
き
な
欠
損
の
発
生
が
慢
性
化
し
た
。
構
造
的
危

機
4

で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
鉄
鋼
産
業
の
こ
の
危
機
の
深
刻
さ
は
、

E
C
を
し
て
鉄
鋼
産
業
の
再
建
を
目
的
と
し
た
様
々
な
措
置
を
取

る
に
至
ら
し
め
、
「
一
九
八

0
年
代
初
め
ま
で
に
は
、
鉄
鋼
は

E
C
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
規
制
の
程
度
と
複
雑
さ
に
お
い
て
製
造
業
の
中

で
も
傑
出
し
た
」
部
門
と
な
っ
た
。
[
出
口
門
田
印
O
ロ色町

ω包ー
}2・
5
∞山
Y

℃・
ω
C
]

一
九
七
七
年
の
価
格
暴
落
を
き
っ
か
け
に
、

(
i
)
E
C
内
で
の
鉄
鋼
価
格
の
維
持
、

お
よ
び
(
日
と
よ
り
長
期
的
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
欽

鋼
産
業
の
再
編
成
と
そ
の
競
争
力
の
改
善
を
目
的
と
し
た
包
括
的
な
鉄
鋼
プ
ラ
ン
が
、

E
C
委
員
ダ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン

(
〈
町
田

g
z口同

ロ虫、ー門担
5
ロ
)
に
よ
っ
て
九
ヶ
国
の
同
意
の
下
に
採
択
さ
れ
(
ダ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ロ
ω
i
mロ
。
ロ
盟
ω豆、

七
八
年
か
ら
実
施
に
移
さ

れ
た
の
だ
。
こ
の
た
め
に
、

(i)
生
産
削
減
(
生
産
割
当
i
l
-
-
当
初
は
各
メ
ー
カ
ー
の
自
主
的
な
、

の
ち
一
部
製
品
に
つ
い
て
は
義
務
的

な
)
と
低
価
格
で
の
輸
入
品
の
制
限
(
域
外
諸
国
に
量
と
価
格
を
割
り
当
て
た
て
さ
ら
に
(
-
H
)
生
産
能
力
削
減
(
旧
式
生
産
施
設
の
漸
次

削
減
)
、
残
っ
た
施
設
の
近
代
化
、
拡
張
に
対
す
る
大
き
な
制
限
を
組
み
合
わ
せ
た
再
編
成
へ
の
着
手
、
と
い
う
諸
措
置
が
開
始
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
[
以
上
回
。
m
m
w
P
E
g
-
U℃・
5
l
N
N
]

そ
し
て
一
九
八
一
年
に

E
C委
員
会
は
、
「
鉄
鋼
生
産
者
へ
の
国
家
補
助
を

E
C
が
承
認
す
る
こ
と
と

E
C
の
欽
鋼
生
産
能
力
削
減
計
画

を
効
果
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
産
設
備
の
閉
鎖
を
命
ず
る
力
」
を
得
た
が
、

そ
の
究
極
目
標
は
国
家
補
助
の
全
廃
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
「
各
国
の
鉄
鋼
に
対
す
る
国
家
補
助
と
再
編
成
の
計
画
が
一
九
八
二
年
九
月
三

O
日
ま
で
に

E
C委
員
会
に
通
知
さ
れ
る

こ〉}、

そ
し
て
委
員
会
は
一
九
八
三
年
七
月
一
日
ま
で
に
各
国
政
府
か
ら
一
不
さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
審
査
す
る
こ
と
、

そ
し
て
こ
れ
ら
の
プ
ラ

ン
は
一
九
八
五
年
二
一
月
三
二
日
以
後
は
国
家
補
助
の
必
要
性
を
排
除
す
る
よ
う
に
段
階
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と



す
る
計
画
が
、

(
3
)
 

ロc
a印。ロ
h
v
ω
白
色

2
・

E
g
w
H
)・ωω]

E
C
閣
僚
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
[
以
上
、

そ
し
て

モ
ロ
ワ
政
府
は
「
こ
れ
ま
で
の
諸
政
府
と
同
様
に

ユ
ジ
ノ

l
ル
と

一
国
の
主
権
を
用
心
深
く
守
ろ
う
と
し
て
い
た
」
が

サ
シ
ロ

l
ル
に
対
す
る

E
C
か
ら
の
財
政
援
助
(
四
億
八

O
O万
ポ
ン
ド
)
と
引
き
換
、
え
に
、

一
九
八
二
年
鉄
鋼
プ
ラ
ン
に
関
し
て

E 

C
委
員
会
と
の
緊
密
な
協
議
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
国
家
に
よ
る
鉄
鋼
企
業
へ
の
補
助
金
停
止
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
予
定

さ
れ
た
一
九
八
五
年
末
ま
で
の
各
国
鉄
鋼
産
業
の
生
産
能
力
削
減
に
関
す
る
提
案
を
、

一
九
八
二
年
の
九
月
ま
で
に

E
C
委
員
会
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
を
モ
ロ
ワ
政
府
は
負
っ
た
の
で
あ
っ
た
[
国
若
者
向
P
E
g
-
匂

-S]。

以
上
の
よ
う
な
決
定
的
問
題
点
を
抱
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

モ
ロ
ワ
政
府
は
一
九
八
二
年
六
月
九
日
の
閣
議
で
、
き
わ
め
て
強
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気
の
鉄
鋼
産
業
再
建
計
画
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
①
八
六
年
段
階
で
生
産
高
二
四

O
O万
ト
ン
を
も
っ
「
強
力
で
競
争
力
あ
る
鉄
鋼
産
業
を
四
年
間
で
再
建
す
る
」

と
い
う
目
標
を

一
五
五
億
フ
ラ
ン
に
の
ぽ
る
投
資
に
よ
る
「
野
心
的
な
近
代
化
計
画
」
に
よ
り
達
成
し
、
②
両
鉄
鋼
企
業
の
経
営
多
角

化
と
労
働
力
配
置
転
換
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
子
会
社
へ
の
融
資
用
に
、
さ
ら
に
三

O
億
フ
ラ
ン
以
上
を
投
資
、
③
そ
し
て
余
剰
人
員
整

理
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
週
労
働
時
間
の
短
縮
化
、
早
期
退
職
の
増
加
を
促
進
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

[
h二
奇
異
母
・
口
¥
〕
巳
ロ
¥

忌出。要す
る
に
モ
ロ
ワ
政
府
は
、
鉄
鋼
産
業
に
対
す
る
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
と
鉄
鋼
労
働
者
・
鉄
鋼
業
地
帯
に
対
す
る
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

(5) 

ム
〉
に
強
く
規
定
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
選
択
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

(
1
)

他
の
三
つ
の
報
告
は
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。
①
オ
デ
イ
ベ

i
ル
(
〉
邑
5
2
C
委
員
会
の
報
告
一
両
鉄
鋼
企
業
(
ユ
ジ
ノ
l
ル
と
サ
シ
ロ
l
ル
)

の
見
解
を
代
表
し
た
も
の
。
②
ド
ゥ
ラ
コ
ッ
ト
白
色
白
円
三
宮
)
委
員
会
(
工
業
省
、
労
働
省
、
国
土
整
備
地
方
開
発
局
日
D
A
T
A
R
の
代
表
か
ら
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構
成
)
の
報
告
一
鉄
鋼
再
編
の
地
域
的
影
響
に
関
す
る
も
の
。
③
ビ
ヤ
ン
ド

B
q
E
E
E
E
E
2
)
(グ
ル
ノ

l
ブ
ル
大
学
教
授
)
他
の
報
告
一
鉄

鋼
、
化
学
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
の
中
間
財
工
業
の
比
較
。
[
出
若
者
同

E
・
5
∞
?
と
怠
・
ロ
O
丹
市
印

N
]

(
2
)

こ
こ
で
政
府
の
全
般
的
な
経
済
政
策
の
変
化
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
八
二
年
六
月
、
政
府
(
第
二
次
モ
ロ
ワ
政
府
)
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
た
緊
縮
政
策
は
、
物
価
及
ぴ
賃
金
の
凍
結
(
一
一
月
一
日
ま
で
の
期
限
で
)
と
政
府
支
出
の
抑
制
の
二
種
類
の
措
置
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
う

ち
後
者
の
柱
は
予
算
の
圧
縮
(
八
二
年
度
予
算
の
対
前
年
比
伸
ぴ
率
が
二
七
・
八
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
八
三
年
度
予
算
の
そ
れ
は
一
了
八
%

に
押
さ
、
え
ら
れ
た
)
と
社
会
保
障
の
見
直
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
緊
縮
政
策
は
、
〈
経
済
合
理
性
〉
か
ら
言
え
ば
、
一
貫
し
て
追
求
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
八
三
年
三
一
月
の
市
町
村
選
挙
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
政
府
は
「
一
種
の
待
機
主
義
」
を
と
り
(
二
月
末
の
首
相
の
「
社

会
主
義
の
論
理
は
資
本
主
義
の
論
理
で
は
な
い
。
社
会
党
の
政
策
は
〈
大
邸
宅
の
住
人
間

B
凹
号
∞

n
E
Z
E凶
〉
の
そ
れ
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
〈
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
〉
的
発
言
に
一
不
さ
れ
る
よ
う
に
て
こ
の
政
策
転
換
の
確
立
に
は
選
挙
後
の
第
三
次
モ
ロ
ワ
政
府
の
発
足
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
第
三
次
モ
ロ
ワ
政
府
が
そ
の
発
足
直
後
に
、
予
算
の
圧
縮
(
八
四
年
度
予
算
の
伸
ぴ
率
は
七
%
)
・
公
共
料
金
引
き
上
げ
・
前
年
度

納
税
額
の
一
O
%
の
強
制
的
借
り
上
げ
・
社
会
保
障
目
的
の
一
%
税
の
新
設
な
ど
を
柱
と
す
る
「
強
化
さ
れ
た
緊
縮
政
策
」
(
モ
ロ
ワ
)
を
決
定
し
、

こ
こ
に
は
っ
き
り
と
政
策
転
換
に
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
(
こ
れ
ら
の
諸
措
置
は
四
i
五
月
に
か
け
て
出
さ
れ
た
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
実
施
に
移
さ
れ

た
)
[
(
U
F
出方的色・

5
∞吋噂匂同】

ωHN
・
ω
5
・
ω三

ω一-一品。

(
3
)

こ
の
ダ
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
プ
ラ
ン
の
結
果
、
そ
の
第
一
期
の
0

フ
ラ
ン
が
始
ま
っ
た
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
三
年
の
聞
に
生
産
割
当
が
実
施
さ
れ
る

中、

E
C
九
ヶ
国
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
鋼
生
産
の
比
重
は
一
七
・
一
%
か
ら
一
六
・
一
%
に
低
下
し
た
の
に
対
し
て
(
表
3
)
、
西
ド
イ
ツ
は
三

0
・

六
%
か
ら
一
二
一
了
一
二
%
へ
と
増
大
し
て
お
り
、
ま
た
プ
ラ
ン
で
提
示
さ
れ
た
一
九
八
O
八
五
年
の
生
産
能
力
削
減
率
も
、
西
ド
イ
ツ
一
一
・
三
%

に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
・
七
%
で
あ
っ
た
(
表
4
て
こ
の
数
字
だ
け
を
見
れ
ば
、
共
産
党
・

C
G
T
の
か
フ
ラ
ン
ス
は
ド
イ
ツ
が
支
配
す
る

E

C
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
、
も
っ
と
も
ら
し
く
見
え
て
く
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
全
く
根
拠
を
欠
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
『
レ
ク
ス
プ
レ
ス
』
誌
の
解
説
記
事
は
的
確
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
工
業
省
の
中
で
、
『
ダ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
が
な
け
れ

ば
、
一
九
八
三
年
に
は
、
ユ
ジ
ノ

i
ル
と
サ
シ
ロ

l
ル
は
さ
ら
に
四
O
億
フ
ラ
ン
の
損
失
を
出
し
た
で
あ
ろ
う
』
と
い
う
人
が
い
る
。
」
「
実
際
、
ブ

リ
ユ
ツ
セ
ル
で

[
E
C
委
員
会
に
よ
っ
て
]
設
け
ら
れ
た
危
機
に
対
処
す
る
諸
措
置
(
生
産
割
り
当
て
、
価
格
協
定
、
対
外
競
争
の
制
限
)
は
、

E

C
各
国
の
市
場
の
取
り
分
を
多
く
の
程
度
に
お
い
て
管
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
だ
。
」
「
も
し
、
ド
イ
ツ
の
競
争
相
手
や
ベ
ル
ギ
ー
の

S
I
D

M
A
R
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
の
民
間
企
業
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
束
縛
な
し
に
生
産
し
販
売
で
き
た
な
ら
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
鋼
業
は
何
が
残
っ
た
で
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あ
ろ
う
か
。
」
「
ダ
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
が
提
供
し
て
い
る
保
護
の
網
は
一
九
八
六
年
に
は
消
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
期
限
に
備
え
る
た

め
に
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
利
益
を
出
せ
る
状
態
に
戻
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
国
で
コ
ス
ト
の
高
く
つ
く
過
剰
生
産
能
力
を
減
ら
し
て
い
る
の
で
あ

る
」
。
実
際
、
生
産
能
力
削
減
率
は
各
国
の
補
助
金
額
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
(
補
助
金
額
が
大
き
い
ほ
ど
削
減
率
も
大
き
い
て
一

ト
ン
当
た
り
の
補
助
金
は
一
九
八

O
年
以
降
フ
ラ
ン
ス
は
西
ド
イ
ツ
の
四
倍
に
も
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

[
h
防
も
お
タ
ロ
¥
同
4Ha
口
¥
忌
∞
h
-
H
y
g
]

(
4
)

た
だ
し
、
八
二
年
の
こ
の
計
闘
で
も
一
万
か
ら
一
万
二
千
の
雇
用
喪
失
が
生
じ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
(
す
で
に
七
七
年
の
鉄
鋼
計
画
で
一
万
六

千
の
、
七
九
年
の
計
画
で
二
万
二
千
の
一
雇
用
が
失
わ
れ
て
い
た
。
)
し
か
も
専
門
家
の
間
で
は
、
こ
の
一
万
二
千
と
い
う
数
字
は
汐
あ
ま
り
に
も
低
す

ぎ
る
6

と
評
価
さ
れ
て
い
た
[
図
。
毛
色
目

¥
Z
8ロ
巾
え
¥
烈
お
ぽ
吋
¥
司
。

5
・
5
∞
∞
・
℃
・
ロ
品
]
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
鋼
労
働
者
・
鉄
鋼
業
地
帯
に
対
し
て
言

わ
ば
最
大
限
の
配
慮
を
示
し
た
と
言
え
る
、
こ
の
八
二
年
六
月
の
鉄
鋼
プ
ラ
ン
に
対
し
て
さ
え
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
・
地
域
か
ら
の
反
発
が
見
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
八
二
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
ユ
ジ
ノ

i
ル
、
サ
シ
ロ

l
ル
両
社
の
八
二
|
八
六
年
度
の
計
画
(
二

O
O億
フ

ラ
ン
の
投
資
と
主
に
ロ
レ

l
ヌ
で
の
六
千

l
七
千
の
雇
用
削
減
)
は
ユ
ジ
ノ
!
ル
社
の
特
殊
鋼
部
門
の
本
部
の
焼
き
打
ち
事
件
を
引
き
起
こ
し

[出己【抽出
ODhwω
同
門
戸
【
巾
ア
忌
∞
少
可
申
口
、
九
月
に
は
ド
ゥ
ナ
ン
で
、
。
首
相
を
裏
切
り
者
呼
ば
わ
り
す
る
。
デ
モ
隊
に
よ
っ
て
ト
ゥ

l
ル
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
の
自
転
車
レ

l
ス
が
遮
断
さ
れ
た
り
し
た
[
国
O
毛
色

-
¥
Z
8
Fユ
¥
同
月
ぽ
円
¥
巧
O
]
戸
忌
∞
∞
・
開
)
-
H
ω
E
・
E
R
8印
]
。
雇
用
対
策
と
し
て
の
両
社
に

よ
る
転
換
会
社
設
立
プ
ラ
ン
も
地
元
に
は
「
的
外
れ
」
な
も
の
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
[
国
邑
j

曲
。
ロ
除

ω白色
R
・
5
g
-
℃・

2
]。
ロ
ン
ウ
ィ

i
近
郊

の
一
小
都
市
の
市
長
(
共
産
党
)
の
次
の
発
言
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
に
対
す
る
地
元
の
感
情
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
「
私
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
投
票
し

た
。
そ
し
て
私
は
全
く
幻
滅
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
隠
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
左
翼
は
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
の
残
っ
て
い
る
も
の
を
救
出
す
る
と

約
束
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
左
翼
は
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
を
改
善
す
る
と
約
束
し
た
の
だ
。
し
か
し
今
や
右
派
と
同
じ
政
策
を
適
用
し
つ
つ
あ
る
」

[
強
調
筆
者
、
め
ど
S
R
悼
を
同
J

叫き
8
8
¥
H
C
¥∞N
・門町宮門凶

σMN
出口内回由。ロ

h
w
ω
E
-
2・
5
∞少同】・申
N
]

。
結
局
政
府
は
雇
用
削
減
は
当
面
延
期
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
の
だ
[
因
。
者
巾
口

¥
Z
S辰
巳
¥
烈
尽
ぽ
司
¥
者
。
-
戸
巴
∞
∞
・
匂
・

5
2
0

(
5
)

こ
れ
に
関
し
て
、
一
九
八
一
年
一

O
月
一
二
・
二
二
の
両
日
ロ
レ

l
ヌ
を
訪
れ
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
、
前
任
政
府
す
な
わ
ち
「
政
治
経
済
学
の
学
術

講
義
ー
ー
そ
の
結
果
は
今
日
確
か
め
ら
れ
て
い
る
|
|
に
ふ
け
る
の
に
夢
中
に
な
っ
て
社
会
政
策
を
無
視
し
た
政
府
」
の
「
放
棄
と
レ
セ
・
フ
ェ
ー

ル
の
政
策
」
を
激
し
く
批
判
し
て
い
た
が

R
E何回丘・
5
∞
ア
℃
N

叶
∞
口
。
ぽ
色
、
一
九
八
二
年
に
も
か
鉄
鋼
産
業
に
お
け
る
レ
イ
・
オ
フ
と
工
場
閉

鎖
は
問
題
外
だ
。
と
す
る
約
束
を
ロ
レ

l
ヌ
で
お
こ
な
っ
て
い
た
[
出
。
者
巾
ロ

¥
Z
S
Fユ
¥
同
月
ぽ
司
¥
巧
o-戸

g
g
-
也

H
a
E
R
g
s。
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V 

政
策
コ
ス
ト
と
政
策
転
換

以
上
の
よ
う
な
鉄
鋼
政
策
の
コ
ス
ト
(
経
済
的
コ
ス
ト
)
は
、

し
か
し
、

は
な
は
だ
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
こ
れ
を
企
業
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
、
ユ
ジ
ノ
1

ル
、
サ
シ
ロ

l
ル
両
社
は
需
要
の
落
ち
込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
図
3
)
、
0

フ
ラ
ン
を

八
三
年
に
は
収
支
は
さ
ら
に
悪
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
(
表
2
・表
5
)
。
さ
ら
に
国
内
需
要
の
落
ち
込
み
と
生
産
増
大
の
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た

基
礎
と
し
た
投
資
を
続
け
た
結
果
、
早
く
も
計
画
初
年
度
の
一
九
八
二
年
で
大
き
な
欠
損
を
出
し
、

め
に
低
価
格
攻
勢
に
よ
る
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
に
拍
車
が
駆
け
ら
れ
(
図
3
)
|
|低
価
格
に
よ
る
輸
出
ド
ラ
イ
ブ
は
図
3
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
鉄
鋼
危
機
以
降
フ
ラ
ン
ス
鉄
鋼
産
業
の
日
常
的
手
段
で
あ
っ
た
|
|
、

八
四
年
初
め
に
は
両
社
は
価
格
破
り
の
件
で

E
C
委
員
会

か
ら
課
懲
金
を
課
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
[
図
。
毛
色

¥zsrユ
¥
同
耳
目
。
之
君
。
毘
・

z
g
-
H
)
-
H
ω
ω
・ロ。
H
0
2
H
]
。
当
然
の
こ
と
な
が

(1) 

ら
、
こ
の
よ
う
な
低
価
格
に
よ
る
輸
出
攻
勢
は
両
社
の
財
政
状
態
の
改
善
を
妨
げ
た
。

さ
ら
に
一
企
業
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
経
済
全
体
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
問
題
は
よ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。

①
ま
ず
第
一
に
、

七
八
年
か
ら
計
算
し
て
八
五
年
ま
で
の
間
に
、

し
め
て
六

O
O
億
フ
ラ
ン

(
七
八
年
の
フ
ラ
ン
価
で
)

が
国
{
永
か
ら

鉄
鋼
企
業
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
前
記
の
計
画
に
も
と
づ
く
投
資
の
ほ
か
に
、
ユ
ジ
ノ

l
ル
、
サ
シ
ロ
・
l

ル
両
社
の
赤

字
補
填
の
た
め
の
年
額
一

O
O億
フ
ラ
ン
以
上
の
国
庫
支
出
、

七
八
年
に
パ

l
ル
政
府
が
引
き
受
け
た
負
債
の
償
還
費
二

O
億
フ
ラ
ン
、

労
働
組
合
と
の
雇
用
協
定
遵
守
の
た
め
に
三

1
四
O
億
フ
ラ
ン
な
ど
。
)
実
際
一
九
八
五
年
段
階
で
も
、
国
営
企
業
に
対
す
る
国
家
の
投
融

資
の
最
大
部
分
を
鉄
鋼
産
業
が
吸
収
し
、

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
な
ど
の
将
来
性
あ
る
産
業
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

②
加
え
る
に
、

ω新
た
に
国
有
化
さ
れ
た
他
の
企
業
の
負
債
の
負
担
、
川
原
発
計
画
の
コ
ス
ト
に
と
も
な
う
E
D
F
(
フ
ラ
ン
ス
電
力
)

の
膨
大
な
赤
字
、
小
川
民
間
の
衰
退
産
業
部
門
へ
の
補
助
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
刷
「
ニ
ュ

l
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
部
門
の
企
業
を
育
成
す



る
焦
眉
の
必
要
性
は
、
ひ
と
り
鉄
鋼
産
業
再
建
の
た
め
に
莫
大
な
資
金
を
注
ぎ
続
け
る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
[
田
昌

Jsa・
E
2・

。・5
H

]

0

(

表
2
参
照
)

こ
う
し
て
、

マ
ク
ロ
経
済
に
与
え
る
悪
影
響
へ
の
強
い
懸
念
か
ら

一
九
八
三
年
の
終
わ
り
に
、
政
府
は
ご
九
八
五
年
の
生
産
目
標

の
下
方
修
正
の
必
要
性
4

と
グ
産
業
の
収
益
性
と
政
府
の
援
助
の
聞
の
結
び
付
き
の
必
要
性
。
を
認
め
、

八
四
年
初
め
、

ユ
ジ
ノ

l
ル

サ
シ
ロ

l
ル
両
社
が
そ
の
年
の
運
転
資
金
と
し
て
一
六
億
ド
ル

(
七
五
億
フ
ラ
ン
)

の
投
入
を
求
め
た
と
き
、
政
府
は
こ
の
要
求
を
拒
否

し
た
の
で
あ
っ
た
[
因
。
毛
色
¥
Z。
巳
ぽ
ユ
¥
閃
耳
目
。
円
¥
巧

C
5・
冨
∞
∞
・
℃
・

5
叶
]
。
こ
の
よ
う
な
中
で
政
府
は
八
四
年
一
月
、
鉄
鋼
等
構
造
不
況
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産
業
の
新
た
な
再
編
成
プ
ラ
ン
公
表
の
地
な
ら
し
と
見
な
し
得
る
、
特
定
地
域
を
対
象
と
し
た
雇
用
対
策
計
画
の
概
要
を
発
表
し
(
こ
れ

は
財
政
的
誘
導
お
よ
び
財
政
・
社
会
立
法
面
で
の
規
制
緩
和
に
よ
る
投
資
の
奨
励
と
密
接
に
結
び
付
い
た
二
年
間
の
再
訓
練
計
画
で
あ
っ

(
2
)
(
3
)
 

た
)
[
出
口
母
。
ロ
除

ω包
-
2・
5
∞少

H
Y
口
。
]
、
こ
れ
に
続
い
て
二
月
八
日
の
閣
議
で
、
五
つ
の
産
業
部
門
(
鉄
鋼
、
石
炭
、
造
船
、
自
動

車
、
電
話
)
を
対
象
と
し
た
再
編
成
計
画
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
(
鉄
鋼
は
こ
の
計
画
の
中
で
も
最
も
重
要
な
対
象
で
あ
っ
た
て
そ
し
て

鉄
鋼
に
関
し
て
は
三
月
二
九
日
の
閣
議
で
よ
り
具
体
的
な
計
画
が
決
定
さ
れ
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
す
べ
て
の
鉄
鋼
業
に
影
響
を
与
、
え
て
い

る
危
機
に
よ
っ
て

ユ
ジ
ノ
!
ル
と
サ
シ
ロ

l
ル
は

一
九
八
三
一
年
に
は

一
O
O
億
フ
ラ
ン
に
近
い
損
失
を
記
録
し
た
。
こ
れ
ら
の
企

業
は
速
や
か
に
、

そ
の
競
争
力
を
改
善
し
、
市
場
シ
ェ
ア
を
再
獲
得
し
、

一
九
八
七
年
に
は
黒
字
を
出
す
た
め
に
適
切
な
措
置
を
採
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
前
書
き
で
始
ま
る
今
回
の
鉄
鋼
再
編
計
画
で
は
、
前
回
の
八
二
年
の
鉄
鋼
プ
ラ
ン
が
既
に
述
べ
た
よ
う
に
八
六
年
の

生
産
高
を
二
四
O
O
万
ト
ン
と
過
大
に
想
定
し
て
い
た
(
八
六
年
の
実
際
の
生
産
高
は
一
七
九

O
万
ト
ン
で
あ
っ
た
)

の
に
対
し
て
、
よ

り
現
実
に
即
し
た
観
点
か
ら
八
七
年
の
生
産
高
を
一
八
五

O
万
ト
ン
と
想
定
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
過
剰
生
産
能
力
の
削
減
と
近
代
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
と
も
な
う
雇
用
削
減
規
模
は
約
二

1
二
・
五
万
人
と
見
積
も
ら

れ
て
い
た

[
h
h
t
h
h
g
h
F
2
¥
B
R印
¥
E
E
-
民
・
藤
本
・

E
g
-
℃
-
H
N
ω

・
新
田
昌
∞
品
〕
。



第12巻3・4号一一112

こ
の
プ
ラ
ン
の
も
と
で
総
額
一
五

O
億
フ
ラ
ン
の
補
助
金
が
新
た
な
資
本
投
資
と
し
て
ユ
ジ
ノ

l
ル、

サ
シ
ロ

l
ル
両
社
に
投
下
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

八
四
年
分
と
し
て
示
さ
れ
た
額
(
七
・
二
億
ド
ル
H

三
三
億
フ
ラ
ン
)
を
見
れ
ば
、

そ
れ
は
八
三
年
レ
ベ
ル

か
ら
は
一
五
%
減
額
で
あ
り
、
両
社
が
求
め
て
い
た
額
の
約
二
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
相
当
の
工
場
閉
鎖
と
人
員
削
減
の

必
要
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
[
出
。
君
。
}
]
¥
Z
。
巴
0
3
¥
同
耳
目
。
『
¥
当
。

5
・
5
∞∞

-
u
-
Z∞
]
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
ル
・
モ
ン
ド
』
紙
は
「
補

助
金
削
減
の
推
進
力
は
工
業
相
ロ

l
ラ
ン
・
フ
ア
ビ
ウ
ス
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
国
家
資
金
を
鉄
鋼
か
ら
グ
将
来
性
の
あ
る
部
門
。

と
り
わ
け
通
信
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
の
だ
」
と
適
切
な
解
説
を
与
え
て
い
る

[
h
n

ミ
g
b
w
品
¥
B
m
肖
印

¥E-
巳門
mw門
同

σ可

-σ-門
戸
口
。
4
h
m
ω
ω

叶品]。

あ
る
観
察
者
が
前
年
三
月
の
緊
縮
プ
ラ
ン
の
採
択
と
今
回
の
こ
の
鉄
鋼
プ
ラ
ン
の
採
択
を
「
一
方
は
マ
ク
ロ
経
済
レ
ベ
ル
で
の
、
他
方

は
ミ
ク
ロ
経
済
レ
ベ
ル
で
の
、
同
じ
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
復
帰
の
二
つ
の
側
面
」
で
あ
り
、
「
対
に
な
っ
た
」
こ
の
二
つ
の
決
定
は
、
ミ
ッ
テ

ラ
ン
大
統
領
期
の
「
七
年
間
の
転
換
を
象
徴
す
る
双
頭
の
鷲
」
だ
と
位
置
付
け
て
い
る
よ
う
に
[
三
庶
民

σ可

Q
g宮
山
】
咽
巴
∞
ア
℃
・
ω
叶∞・

ロ。
R
H
]
、
こ
の
鉄
鋼
プ
ラ
ン
は
社
会
党
政
権
の
経
済
政
策
・
産
業
政
策
を
導
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
理
解
す
る
う
え
で
、
決
定
的
に
重
要
な

意
味
を
も
つ
も
の
だ
と
言
、
え
る
。

で
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
こ
の
プ
ラ
ン
を
ど
の
よ
う
な
論
理
で
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
四

月
四
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
彼
の
大
統
領
就
任
以
来
三
度
目
の
記
者
会
見
で
の
発
言
の
中
か
ら
こ
れ
を
見
て
お
こ
う

[
h
h
h
吾
妻
芦
品
¥

山

4

ュ]¥]
{
h
v
m
w
h
p
]

。

「
フ
ラ
ン
ス
の
未
来
は
、

そ
の
産
業
の
近
代
化
と
、
同
じ
職
業
或
は
別
の
職
業
で
新
た
な
職
に
就
く
た
め
の
何
百
万
人
も
の
女
性
と
男

性
の
速
や
か
な
教
育
を
必
ず
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
国
際
競
争
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
同
時
に
そ
の
独
立
と
繁
栄
を

確
保
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、

さ
も
な
く
ば
、
下
の
ほ
う
へ
引
き
づ
ら
れ
、
衰
退
に
向
か
う
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
い
う
会
見
冒
頭
の
発
言

が
、
す
で
に
経
済
政
策
・
産
業
政
策
の
転
換
の
基
本
的
動
機
を
明
白
に
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に

4
M烈
な
国
際
競
争
場
裡
で
フ
ラ
ン
ス



の
独
立
と
繁
栄
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
産
業
近
代
化
は
至
上
命
令
。
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
ミ
ツ

テ
ラ
ン
は
、
産
業
諸
部
門
を
「
こ
の
戦
い
に
勝
利
し
つ
つ
あ
り
」
「
世
界
の
上
位
三
者
に
入
る
」
部
門
、
「
一
九
八
一
年
に
す
で
に
敗
北
し

つ
つ
あ
っ
た
」
部
門
、
そ
し
て
「
反
撃
を
加
え
、
持
ち
直
し
つ
つ
あ
る
が
、
勝
敗
は
決
し
て
い
な
い
」
部
門
に
分
け
て
、
鉄
鋼
を
自
動
車
・

造
船
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
と
も
に
こ
こ
に
数
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
産
業
政
策
に
関
す
る
一
般
的
議
論
を
前
置
き
的
に
お
こ
な
っ
た
う
え
で
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
「
今
日
国
民
的
大
論
争
の
中

心
に
あ
り
、

そ
れ
で
生
活
し
て
い
る
労
働
者
、

彼
ら
が
住
ん
で
い
る
地
域
、
国
全
体
に
劇
的
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
鉄
鋼
問
題
」
に
つ

い
て
、

そ
の
現
状
と
採
用
さ
れ
た
政
策
の
正
当
性
を
訴
え
て
行
く
。

113ーーボーダレス「市場経済jと「国民国家J主義(一)

鉄
鋼
産
業
の
現
状
に
関
し
て
、
最
初
に
、
①
産
業
的
側
面
と
し
て
鉄
鋼
市
場
が
狭
臨
化
し
て
い
る
こ
と

(
需
要
の
低
迷
と
新
興
国
で
の

鉄
鋼
業
の
発
達
)
を
指
摘
し
た
後
で
、
②
財
政
的
側
面
に
つ
い
て

一
九
六
六
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
鉄
鋼
に
関
す
る
プ
ラ
ン
が
五
つ

も
つ
く
ら
れ
、
六

O
O億
フ
ラ
ン
以
上
の
投
資
が
な
さ
れ
、

八
一
年
か
ら
八
三
年
の
問
に
も
一
七

O
億
フ
ラ
ン
以
上
の
投
資
が
な
さ
れ
て

来
た
こ
と
、

八
三
年
に
は
二
つ
の
固
有
企
業
が
一

O
O億
フ
ラ
ン
以
上
の
赤
字
を
出
し
た
こ
と
、
こ
れ
を
負
担
す
る
の
は
「
国
家
、
国
民

共
同
体
、
納
税
者
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

つ
づ
い
て

E
C
に
よ
る
八
六
年
初
め
以
降
の
一
切
の
鉄
鋼
補
助
金
の
禁
止
の
取
り
決
め

を
指
摘
し
て
、

そ
れ
ま
で
に
何
と
し
て
で
も
鉄
鋼
業
の
財
政
均
衡
を
達
成
す
る
必
要
を
力
説
す
る
。
そ
し
て
③
第
三
に
社
会
的
・
地
域
的

側
面
と
し
て
、
新
規
投
資
・
近
代
化
と
不
要
施
設
廃
棄
の
必
要
性
、
そ
の
た
め
の
財
政
上
の
措
置
を
説
明
し
た
後
で
、
社
会
的
措
置
と
し

て
、
「
二
万
一
千
か
、
二
万
五
千
か
、
二
万
七
千
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
の
一
雇
用
の
削
減
が
あ
る
と
し
て
も
」
、
そ
れ
は

「
解
雇
[
で
]
は
な
く
」
、
早
期
退
職
と
職
業
転
換
の
た
め
の
二
年
間
の
休
暇
制
度
と
い
う
「
二
つ
の
出
口
」
が
労
働
者
に
提
示
さ
れ
る
こ

と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
こ
の
二
年
間
で
と
り
わ
け
ロ
レ

l
ヌ
に
雇
用
創
出
の
た
め
の
新
規
の
企
業
立
地
・
移
転
を
「
約
束
す
る
と

い
う
こ
と
」
だ
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
「
〈
企
業
〉
」
に
対
す
る
「
優
遇
措
置
(
特
に
税
制
上
こ
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。
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以
上
現
状
と
対
策
を
説
明
し
た
後
、
「
何
に
も
増
し
て
最
重
要
な
義
務
だ
と
考
え
て
い
る
」
鉄
鋼
再
編
成
の
必
要
性
を
改
め
て
確
認
し
、

〈
経
済
的
合
理
性
〉
と
そ
れ
に
基
づ
く
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
の
論
理
に
よ
っ
て
、
そ
の
正
当
性
を
訴
、
え
て
行
く
。
「
雇
用
の
困
難
が
フ
ラ

ン
ス
の
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
、
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
H
ル
シ
ヨ
ン

(
F
g
m
己包
o
n
i
H
N
C
ロ
∞
田
口
]
。
ロ
)
の
よ
う
な
地
方
:
:
:
は
、
今
日
ロ
レ

l
ヌ

以
上
の
雇
用
削
減
率
を
被
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
:
・
:
、
同
じ
地
方
に
集
中
し
て
い
る
同
じ
産
業
に
対
し
て
、
赤
字
企
業

に
対
す
る
補
助
金
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
赤
字
企
業
に
対
し
て
、
永
遠
に
:
:
:
補
助
金
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
我
々
が
属
し
て
お
り
、
離
脱
す
る
意
志
は
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
に
よ
っ
て
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
一

そ
れ
は
一
九
八
七
年
で
あ
り
、
以
後
は
も
は
や
[
補
助
金
は
]
な
い
の
だ
。
む
し
ろ
、
も
ち
ろ
ん
鉄
鋼
も
含
め
て
、
未
来
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
に
こ
れ
ら
の
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
与
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
:
:
:
」
も
ち
ろ
ん
「
[
何
万
も
の
労
働
者
の
]
怒
り
は

私
に
は
理
解
で
き
る
。
が
、
私
は
、
と
り
わ
け
こ
れ
ら
の
労
働
者
の
間
で
、
し
か
し
又
そ
の
他
の
人
々
の
間
で
、
説
明
し
、
理
性
、
分
別
、

国
益
、

そ
し
て
明
白
な
事
実
に
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
」
。

(
強
調
筆
者
)

そ
し
て
生
産
的
投
資
に
よ
る
成
長
、
そ
の
た
め
の
企
業
利
益
の
必
要
性
を
強
調
し
て
、
「
我
々
は
成
長
を
選
択
し
た
。
成
長
な
く
し
て
労

働
者
全
体
が
提
起
し
て
い
る
問
題
へ
の
解
答
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
「
い
か
に
し
て
こ
の
成
長
を
獲
得
す
べ
き
な
の
か
。

一
九
八
一
年
に
は

一
九
八
一

l
八
二
年
に
購
買
力
は
四
%
以
上
増
大
し
、
一

定
数
の
管
理
の
困
難
な
諸
結
果
、
輸
入
の
殺
到
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
そ
れ
は
我
国
の
産
業
が
、
新
た
な
資
力
を
与
え
ら
れ
た
新
し
い
社

会
階
層
が
必
要
と
す
る
も
の
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
な
の
だ
。
し
か
も
危
機
が
単
に
持
続
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り

我
々
は
消
費
の
増
大
に
よ
り
成
長
を
獲
得
し
た
。
」
「
確
か
に
実
際
の
と
こ
ろ
、

深
刻
化
し
た
|
|
一
九
八
二
年
半
ば
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
が
ー
ー
が
ゆ
え
に
一
層
そ
う
な
っ
た
の
だ
。
」
「
し
か
し
成
長
は
や
は
り

必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
現
在
の
利
益
に
適
っ
た
側
面
か
ら
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
投
資
、
生
産
的
投
資
に
よ
る
成

長
で
あ
る
。
:
:
:
投
資
を
行
う
た
め
に
は
金
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
」
「
利
益
を
生
み
出
せ
る
企
業
だ
け
が
投
資
で
き
る
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え



こ
の
利
益
幅
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
利
益
幅
が
必
要
な
の
だ
。
投
資
に
投
入
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
金
を
獲
得
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
収
穫
を
生
む
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
選
択
し
、
危
険
を
官
す
企
業
を
援
け
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ

が
今
日
我
々
が
話
し
て
い
る
こ
の
プ
ラ
ン
全
体
の
理
由
な
の
だ
。
:
:
:
」
(
強
調
筆
者
)
。

最
後
に
、

マ
ル
シ
ェ
共
産
党
書
記
長
か
ら
の
鉄
鋼
再
編
プ
ラ
ン
批
判
に
対
し
て
、
「
あ
た
か
も
、
成
長
が
|
|
ど
ん
な
成
長
か
、
ま
た
ど

ん
な
手
段
に
よ
る
の
か
、

分
か
ら
な
い
が

l
l、
す
べ
て
に
対
す
る
答
え
だ
と
主
張
す
る
新
し
い
神
話
が
出
来
て
い
る
か
の
よ
う
に
[
議

論
が
な
さ
れ
て
い
る
〕
。
:
:
:
繰
り
返
そ
う
、
私
は
こ
の
[
成
長
と
い
う
〕
や
り
方
に
関
し
て
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
私
は
[
成
長
に

つ
い
て
]
語
る
人
々
に
は
、
よ
り
大
き
な
明
確
さ
を
要
求
す
る
も
の
な
の
だ
」
と
や
り
返
し
、
「
[
杜
共
関
係
に
つ
い
て
]
事
態
を
は
っ
き
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り
と
さ
せ
る
時
が
来
た
と
考
、
え
て
い
る
」
と
結
ん
で
、

記
者
会
見
を
終
え
た
の
で
あ
る
(
こ
の
最
後
の
マ
ル
シ
ェ
へ
の
反
論
は
、
政
権
初

期
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
皮
肉
で
あ
る
)
。

他
方
、
こ
の
政
策
転
換
の
政
治
的
・
社
会
的
コ
ス
ト
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(
1
)
 
ま
ず
社
会
的
勢
力
の
レ
ベ
ル
で
は
、
す
で
に
八
四
年
一
月
の
一
雇
用
対
策
計
画
の
発
表
が
労
働
者
及
ぴ
労
働
組
合
指
導
部
の
反
発

を
招
い
て
お
り
、

C
G
T
議
長
ア
ン
リ
・
ク
ラ
シ
ュ
キ
(
図
。
ロ
ユ
同

5
2
n
E
)
は
「
労
働
者
の
権
利
に
対
し
て
信
じ
が
た
い
攻
撃
が
な
さ

れ
て
お
り
、
法
外
な
特
権
が
雇
用
者
に
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
非
難
を
浴
び
せ
て
い
た
し
、
ま
た
ロ
ン
ウ
ィ
ー
で
は
列
車
の
運
行
が
鉄
鋼

労
働
者
に
よ
っ
て
バ
リ
ケ
ー
ド
で
妨
げ
ら
れ
、
地
区
の
社
会
党
事
務
所
が
襲
撃
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
[
回
忌
印
。
ロ
除

ω包
-2・

E
g
w
℃
・
巴
∞
]
。
そ
し
て
三
月
二
九
日
の
鉄
鋼
再
編
プ
ラ
ン
の
公
表
は
こ
の
動
き
に
油
を
注
ぎ
、
三
月
三

O
日
に
ロ
レ

i
ヌ
で
は
デ
モ
隊
と

ロ
ン
ウ
ィ
ー
で
は
再
ぴ
交
通
が
遮
断
さ
れ
、
社
会
党
事
務
所
が
襲
撃
さ
れ
た
。
四
月
四
日
に
は
ロ
レ

l

警
官
隊
の
衝
突
が
各
地
で
発
生
、

ヌ
は
す
べ
て
の
労
働
組
合
が
呼
び
掛
け
た
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ
り
事
実
上
麻
療
状
態
と
な
り
、
教
会
も
含
め
た
地
域
ぐ
る
み
の
抗
議
行
動
が
展

聞
し
た
。
そ
し
て
四
月
一
三
日
、

パ
リ
で
、

C
G
T
が
も
っ
と
も
強
く
関
与
し
て
、
鉄
鋼
労
働
者
の
デ
モ
行
進
が
三
万
五
千
人
を
集
め
て
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行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
す
動
き
は
、
主
に
一
般
鉄
鋼
労
働
者
の
自
然
発
生
的
行
動
と
指
導
者
レ
ベ
ル
で
は
共
産
党
系
の

C
G

T
に
よ
る
も
の
が
中
心
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
柔
軟
性
と
競
争
力
を
改
善
す
る
に
あ
た
っ
て
組
織
労
働
勢
力
が
協
力
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
流
れ
に
適
応
し
た
」
[
問
自
白
色
白
ω戸

zs・同】・口品
]
C
G
T
以
外
の
労
働
組
合
、
と
り
わ
け
C
F

(
影
響
を
直
接
に
受
け
る
地
域
の
支
部
を
別
に
す
れ
ば
)
産
業
再
編
政
策
に
協
力
的
で
あ
っ
た
が
、

そ
の

C
F
D
T
議
長
エ
ド
モ

D
T
は

ン
・
メ

l
ル
(
開
己
目
。
ロ
己
富
山
町
。
)
で
さ
え
、
八
五
年
六
月
に
は
政
府
の
雇
用
政
策
を
反
響
の
大
き
い
誤
り
と
非
難
し
[
回
忌
由
。
ロ
伶
∞
包

-qw

呂
∞
夕
方
-
H
N
d
、
こ
の
年
の
一
二
月
に
は
七
O
年
以
来
初
め
て
組
合
員
に
対
し
て
、
次
期
総
選
挙
で
左
翼
に
投
票
す
る
よ
う
に
と
の
呼
ぴ
掛

け
を
行
わ
な
か
っ
た
[
冨
釦

N
a
除

zg司
5
2・
5
∞
戸
匂
・
ピ
∞

n
y
gロ。
-cm可]。

(2) 
さ
ら
に
政
党
政
治
レ
ベ
ル
で
は
連
合
政
権
の
一
員
で
あ
る
共
産
党
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
共
産
党
は
八
一
年
六
月
の
第
二

次
モ
ロ
ワ
内
閣
へ
の
入
閣
以
来
、

八
三
年
三
月
発
足
の
第
三
次
モ
ロ
ワ
内
閣
で
も
入
閣
を
続
け
て
い
た
が
、
同
時
に
党
指
導
部
は
社
会
党

政
権
に
よ
る
経
済
政
策
の
転
換
に
対
す
る
非
難
を
た
め
ら
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
八
二
年
六
月
の
「
緊
縮
政
策
」
の
導
入
に
際
し
て
は
マ

ル
シ
ェ
書
記
長
は
、
賃
金
凍
結
に
つ
い
て
こ
れ
を
「
不
公
正
か
つ
経
済
的
に
不
要
」
と
非
難
を
浴
ぴ
せ
、

八
三
年
三
月
の
緊
縮
政
策
の
本

格
化
を
前
に
し
て
は
、

J
」
れ
は
左
翼
連
合
政
権
の
目
標
に
反
す
る
e

と
の
非
難
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
八
三
年
一
二
月
一
日
に
、
八
一

年
六
月
二
三
日
の
政
策
協
定
を
確
認
す
る
旨
の
社
共
共
同
声
明
が
出
さ
れ
だ
け
れ
ど
も
、
社
共
間
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
関
係
は
改
善
さ
れ

ず
、
こ
の
よ
う
な
中
で
公
表
さ
れ
た
八
四
年
の
鉄
鋼
再
編
プ
ラ
ン
は
両
党
間
の
関
係
爆
発
の
点
火
装
置
と
な
っ
た
。
四
月
二
日
マ
ル
シ
ェ

書
記
長
は
グ
政
府
は
社
共
協
定
の
字
句
も
精
神
も
守
っ
て
来
な
か
っ
た
4

と
述
べ
、
政
府
の
鉄
鋼
再
編
プ
ラ
ン
を
「
悲
劇
的
誤
り
」
と
非

難
し
た
の
に
続
い
て
、
四
月
一
三
日
に
は
パ
リ
で
の
鉄
鋼
労
働
者
の
デ
モ
行
進
に
マ
ル
シ
ェ
率
い
る
共
産
党
代
表
団
が
公
式
に
参
加
し
、

そ
の
立
場
を
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
[
以
上
の
事
実
関
係
は
、
富
山

N
a
h
r
Z
2
1
5
8・
5
∞
戸
円
可
。
口
。
-cm可
・
藤
村
、
巴
匂
に
よ
る
]
。



あ
わ
せ
て
対
案
と
し
て
同
じ
目
、
『
ユ
マ
ニ
テ
』
紙
上
で
グ
鉄
鋼
生
産
を
二
年
間
で
一
二

O
O
万
ト
ン
に
ま
で
増
大
さ
せ
、
新
た
な
一
雇
用
を

創
出
す
る
。
と
い
う
〈
成
長
路
線
〉
を
発
表
し
た
[
〉
号

z
p・
5
E
w
℃
・
自
ω]
。

他
方
、
共
産
党
の
こ
の
よ
う
な
態
度
に
い
ら
だ
ち
を
隠
せ
な
い
社
会
党
側
で
は
、
す
で
に
四
月
四
日
の
記
者
会
見
で
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
「
署

名
人
り
の
約
束
[
八
一
年
六
月
の
政
策
協
定
の
こ
と
]
に
つ
い
て
の
異
な
る
読
み
方
と
実
行
か
ら
新
し
い
状
況
が
生
ま
れ
て
来
て
い
る
こ

と
を
私
は
認
め
る
。
:
:
:
私
は
事
態
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
時
が
来
た
と
考
え
て
い
る
」

[
h
m
ミ
室
内
弁
。
¥
当
-
込
¥
∞
丘
と
述
べ
て
い
た
が
、

四
月
一
八
日
モ
ロ
ワ
首
相
は
「
共
産
党
と
の
関
係
の
〈
明
確
化
〉
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
憲
法
四
九
条
一
項
に
従
っ
て
「
一

般
政
策
説
明
」
の
形
で
の
信
任
投
票
に
か
け
、
共
産
党
に
選
択
を
迫
っ
た
。
共
産
党
は
こ
れ
に
対
し
て
、
「
失
業
・
購
買
力
・
産
業
政
策
と
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い
う
大
問
題
に
つ
い
て
の
不
安
」
を
表
明
し
つ
つ
信
任
に
投
票
し
た
た
め
、
社
会
党
側
の
「
関
係
明
確
化
」
の
も
く
ろ
み
は
空
振
り
に
終

わ
っ
た
。
し
か
し
、
「
閣
僚
た
ち
が
政
府
で
公
式
に
代
表
し
て
い
る
政
党
の
指
導
者
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
て
い
る
政
策
を
、
彼
ら
が
入
閣
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
時
に
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
状
況
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
は
不
可
能
」
で
あ
っ
て
、
結
局
七
月
一
八
|

一
九
日
の
フ
ァ
ビ
ウ
ス
内
閣
組
閣
の
際
の
社
共
交
渉
は
不
調
に
終
わ
り
(
共
産
党
側
が
〈
成
長
政
策
〉
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
首
相
は

こ
れ
を
は
っ
き
り
と
拒
否
し
た
の
だ
)
、
新
内
閣
は
共
産
党
抜
き
で
構
成
さ
れ
て
、
こ
こ
に
社
共
連
合
政
権
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
[
以
上
、

ny担問
)
田
町
出
ア

]
{
m
v

∞U
J

℃・
ω叶
申
]

新
内
閣
が
「
経
済
近
代
化
と
国
民
の
連
帯
」
を
強
調
す
る
「
一
般
政
策
説
明
」
を
賭
け
た
信
任
投
票
で
は
共

産
党
は
棄
権
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
九
月
六
日
に
は
『
ユ
マ
ニ
テ
』
編
集
長
ロ
ラ
ン
・
ル
ロ
ワ
が
グ
共
産
党
は
も
は
や
与
党
を
構
成
し

な
い
。
と
発
言
し
、

翌
八
五
年
二
月
六
ー
一

O
日
の
同
党
第
二
五
回
大
会
で
は
、
社
会
党
と
の
協
定
よ
り
も
「
新
た
な
民
衆
的
多
数
派
連

合
]
巾

5
5
2
Z
5
8
2生命
5
8仲
間
】
告
巳
包
括

g
m〕
。
ユ
冨
町
内
山
」
を
提
起
し
て
、
そ
の
路
線
転
換
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
た

[
Z
R
a
h
w

Z
2
1
5
g・
5
∞
?
の

F
g口
。
]
。
坦
]
。
こ
う
し
て
産
業
政
策
な
か
ん
ず
く
鉄
鋼
政
策
に
よ
っ
て
社
共
連
合
は
最
終
的
に
解
体
し
た
の
で
あ

る
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次
に
鉄
鋼
政
策
を
め
ぐ
る
問
題
は
社
会
党
内
部
に
も
札
擦
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
八
五
年
七
月
、
新
鉄
鋼
プ
ラ
ン
の
具
体
化

(
3
)
 

の
過
程
で
、

ユ
ジ
ノ

l
ル
と
サ
シ
ノ

l
ル
共
同
所
有
の
子
会
社
ユ
ニ
メ
タ
ル
(
白
巳
B
m
E
C
が
二

0
0
0人
の
雇
用
削
減
と
ヴ
ァ
ラ
ン
シ

エ
ン
ヌ
(
〈
何
回
-
g
R目。ロロ
g)
近
郊
の
ト
リ
川
サ
ン
日
レ
ジ
ユ

(
叶
ユ
任

ωm広
三
円
高
司
)
工
場
(
七
七
O
人
雇
用
)
の
閉
鎖
計
画
を
発
表
し

た
こ
と
に
よ
り
、
党
内
で
激
し
い
騒
動
が
生
じ
(
こ
の
計
画
は
前
年
、
当
時
の
モ
ロ
ワ
首
相
の
下
で
延
期
さ
れ
て
い
た
の
だ
て
結
局
フ
ア

ビ
ウ
ス
首
相
が
。
七
七

O
人
の
代
替
雇
用
が
見
つ
か
る
ま
で
は
工
場
は
閉
鎖
し
な
い
"

と
誓
約
す
る
こ
と
で
モ
ロ
ワ
(
ノ

l
ル
県
の
県
都

リ
ー
ル
の
市
長
で
も
あ
っ
た
)
は
収
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
地
元
の
社
会
党
の
不
満
は
続
き
、
ノ

l
ル
県
の
四
人
の
社
会
党
県
会
議
員
が
抗

(4) 

議
の
た
め
離
党
す
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
[
回
忌
-
印
O
ロ
除

ωω
庄
内
ア

E
g
u
同)・

8
]

(
4
)
 
最
後
に
、
有
権
者
レ
ベ
ル
で
の
社
会
党
離
れ
が
見
ら
れ
た
。
八
一
年
六
月
の
国
民
議
会
選
挙
(
第
一
回
投
票
)

で
の
得
票
率
三

七
・
八
%
に
対
し
て
、

八
二
年
三
月
の
県
会
選
挙
(
第
一
回
投
票
)

八
三
年
三
月
の
市
町
村
選
挙
(
第
一
回
目
か
ら

で
は
二
二
・
六
%
、

社
共
共
同
名
簿
成
立
)

で
は
社
会
党
が
掌
握
し
て
い
る
人
口
三
万
以
上
の
都
市
は
八
一
か
ら
六
七
へ
と
減
少
し
、

八
四
年
六
月
の
ヨ

l
ロ

ツ
パ
議
会
選
挙
で
は
二

0
・
九
%
、

そ
し
て
八
五
年
三
月
の
県
会
選
挙
で
は
二
六
・
四
%
と
い
う
よ
う
に
、

一
貫
し
た
支
持
の
低
下
が
続

い
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
八
六
年
三
月
の
国
民
議
会
選
挙
で
の
左
翼
の
敗
北
|
|
保
守
中
道
内
閣
の
成
立
に
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
八
六
年
議
会
選
挙
で
の
得
票
率
は
三
二
・
一
%
と
、

か
な
り
の
善
戦
で
あ
り
、
過
半

数
に
は
達
し
な
か
っ
た
と
は
言
え
、

五
七
七
議
席
中
二
一
二
議
席
を
占
め
て
、
単
一
政
党
と
し
て
は
第
一
党
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
(
保
守
中
道
派
は

U
D
F
と
R
P
R
を
併
せ
て
二
八
六
)
。
こ
れ
は
こ
の
選
挙
ま
で
に
は
、
マ
ク
ロ
経
済
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
か

な
り
改
善
さ
れ
て
来
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

と
く
に
上
級
幹
部
職
員
・
自
由
業
(
あ
る
い
は
専
門
職
)
お
よ
び
中

級
管
理
職
・
事
務
販
売
職
(
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
)

か
ら
の
得
票
が
以
前
に
も
増
し
て
大
き
く
な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
労

働
者
か
ら
の
得
票
は
横
這
い
で
あ
る
(
八
一
年
ま
で
は
こ
こ
か
ら
の
得
票
率
は
上
昇
の
一
途
で
あ
っ
た
)
こ
と
は
(
表
6
参
照
)
、
産
業
政



策
・
経
済
政
策
に
お
け
る
〈
ポ
ビ
ュ
リ
ズ
ム
〉
の
後
退
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

か
っ
て

の
左
翼
支
持
者
と
労
働
者
の
無
視
し
得
な
い
部
分
が
、
極
右
「
国
民
戦
娘
」
の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
的
ア
ジ
テ
l
シ
ヨ
ン
に
ひ
き
つ
け
ら

れ
る
と
い
う
現
象
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る

(表

7
)
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
・
社
会
的
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て
も
、
な
お
政
権
党
と
し
て
優
先
せ
ね
ば
な
ら
な
い
程
経
済
的
コ
ス
ト
は

大
き
か
っ
た
の
だ
。
(
し
か
も
こ
の
経
済
的
コ
ス
ト
は
放
置
す
れ
ば
、
や
が
て
政
治
的
・
社
会
的
コ
ス
ト
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
)
そ
し

て
、
①
大
統
領
選
挙
ま
で
後
四
年
残
し
て
い
た
こ
と
、
②
議
会
で
単
独
過
半
数
を
掌
握
し
て
お
り
(
こ
の
改
選
ま
で
後
二
年
の
猶
予
が
あ

っ
た
て
そ
し
て
党
内
レ
ベ
ル
で
は
対
立
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
議
会
レ
ベ
ル
で
は
党
の
凝
集
力
は
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
(
し
た
が
っ
て

119 ボーダレス「市場経済Jと「国民国家J主義(ー)

共
産
党
の
入
閣
も
絶
対
不
可
欠
の
も
の
で
は
な
く
、
言
わ
ば
「
人
質
」
で
あ
り
、

マ
ク
ロ
経
済
政
策
転
換
に
比
べ
て
の
鉄
鋼
政
策
転
換
の

遅
延
も
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
[
注
(

3

)

]

共
産
党
の
動
き
に
対
す
る
グ
政
治
的
配
慮
。
が
第
一
義
的
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
て
③
そ
れ

で
も
共
産
党
は
一
定
の
撹
乱
要
因
と
し
て
無
視
は
し
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
勢
力
(
選
挙
レ
ベ
ル
で
も
、
組
織
レ
ベ
ル
で
も
)

は
八

0
年
代
に
入
っ
て
余
り
に
も
急
速
か
つ
激
し
く
衰
退
し
て
き
た
こ
と
、
④
社
会
勢
力
レ
ベ
ル
で
の
強
力
な
反
対
勢
力
で
あ
る

C
G
T

は
、
依
然
最
大
の
組
織
労
働
勢
力
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
勢
力
(
組
合
員
数
、

一
般
労
働
者
か
ら
の
支
持
な
ど
)

の
衰
退
は
こ
れ
又
著
し

い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
他
方
で
第
二
の
組
織
労
働
勢
力
で
あ
る

C
F
D
T
か
ら
の
概
ね
一
貫
し
た
支
持
が
得
ら
れ
た
こ
と

(
政
権
末
期

に
は
下
部
労
働
者
と
の
関
係
で
距
離
を
置
く
こ
と
が
見
ら
れ
た
と
は
言
え
)
、
以
上
の
権
力
資
源
を
利
用
し
、
え
た
こ
と
で
、
社
会
党
政
権
は

(5) 

の
転
換
を
実
行
に
移
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

産
業
政
策
(
そ
し
て
ひ
ろ
く
経
済
政
策
一
般
)

(
1
)

そ
も
そ
も
、
一
方
の
当
事
者
の
一
人
、
ユ
ジ
ノ
|
ル
社
の
社
長
レ
l
モ
ン
・
レ
ヴ
ィ
有
印
ヨ
g
E
Z
4
)
|
|
彼
を
任
命
し
た
の
は
社
会
党
政
府

で
あ
る
|
|
は
、
早
く
か
ら
八
二
年
鉄
鋼
プ
ラ
ン
の
改
訂
を
熱
心
に
主
張
し
、
鉄
鋼
産
業
の
未
来
を
維
持
す
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
労
働
力
の
削
減
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を
提
唱
し
て
い
た
(
そ
の
他
に
ユ
ジ
ノ

l
ル
、
サ
シ
ロ

l
ル
両
社
の
合
併
、
少
な
く
と
も
両
社
関
の
調
整
者
の
任
命
を
提
起
し
て
い
た
)
が
、
大
統

領
顧
問
(
ア
ラ
ン
・
ブ
ブ
リ

1
ユ
)
と

C
G
T
の
反
対
に
遭
遇
し
て
い
た
の
だ
っ
た

(
C
F
D
T
か
ら
は
支
持
さ
れ
た
)
。
な
お
レ
ヴ
ィ
は
そ
の
提
案

の
一
部
が
八
四
年
プ
ラ
ン
で
実
施
に
移
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ス
ケ

l
フ
・
ゴ

i
ト
と
し
て
更
迭
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
[
回
白

]H{-A仏畠F乙]
 

(
2
)

後
に
公
表
さ
れ
た
具
体
策
に
よ
れ
ば
、
鉄
鋼
・
石
炭
・
造
船
で
余
剰
と
な
っ
た
労
働
者
は
、
も
と
の
給
与
の
七

O
%
の
支
払
い
を
受
け
つ
つ
二
年

間
の
再
訓
練
を
受
け
る
資
格
を
持
つ
。
[
出
口
門
回
目
。
ロ
h
r
ω
白
色
]
巾
ア
巴
∞
夕
日
)
尽
品
]

(
3
)

こ
の
よ
う
に
鉄
鋼
部
門
で
の
政
策
転
換
は
全
体
的
な
経
済
政
策
の
本
格
的
な
転
換
開
始
(
八
三
年
六
月
)
よ
り
も
や
や
遅
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
遅
延
は
へ
イ
ワ

l
ド
に
よ
れ
ば
次
の
理
由
に
よ
る
[
国
担
当
S
丘
-
H
u
g
-
匂
℃

-
H
O
N
-
5
2
。

①
ま
ず
第
一
に
、
生
産
能
力
削
減
に
よ
る
鉄
鋼
産
業
再
編
成
の
決
定
は
、
こ
れ
に
よ
り
影
響
を
蒙
る
人
々
か
ら
の
激
し
い
反
発
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ

が
野
党
の
右
派
・
中
道
勢
力
お
よ
び
与
党
で
は
あ
る
が
い
つ
で
も
離
反
す
る
可
能
性
の
あ
る
共
産
党
に
利
用
さ
れ
て
、
社
会
党
に
対
す
る
支
持
の
低

下
を
も
た
ら
す
こ
と
が
危
倶
さ
れ
た
こ
と
、
い
わ
ば
。
政
治
的
配
慮
。
か
ら
す
る
決
定
の
遅
延
で
あ
る
。

②
第
二
に
(
そ
し
て
へ
イ
ワ

l
ド
に
よ
れ
ば
こ
ち
ら
が
主
な
理
由
な
の
だ
が
)
、
政
策
決
定
当
事
者
内
部
で
の
対
立
が
決
定
の
遅
れ
を
も
た
ら
し
た
。
ひ

と
つ
は
ユ
ジ
ノ

l
ル
と
サ
シ
ロ

l
ル
の
対
立
で
、
双
方
と
も
生
産
能
力
削
減
が
自
社
工
場
の
閉
鎖
に
つ
な
が
る
こ
と
に
頑
強
に
抵
抗
し
、
そ
の
調
整

は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
官
庁
聞
の
伝
統
的
な
対
立
で
、
鉄
鋼
に
対
す
る
公
的
資
金
の
投
入
を
で
き
る

限
り
削
減
し
た
い
大
蔵
省
と
、
監
督
官
庁
と
し
て
公
的
資
金
を
確
保
し
た
い
工
業
省
の
聞
の
対
立
で
あ
っ
た
。

(
4
)

こ
の
ユ
ニ
メ
タ
ル
の
計
画
発
表
後
、
あ
る
職
場
代
表
は
こ
う
述
べ
た
。
「
今
や
我
々
は
、
誰
が
取
り
込
み
詐
欺
師
、
鉄
鋼
殺
し
の
犯
人
か
知
っ
て
い

る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
と
フ
ア
ビ
ウ
ス
だ
。
社
会
党
は
こ
こ
で
終
わ
り
で
あ
る
。
」
[
出
口
号
。
ロ
除

ω包
-2・
E
S
-
U
H
N
Z

(
5
)

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
左
翼
勢
力
の
動
員
力
の
低
下
を
も
た
ら
し
(
転
換
の
実
行
者
川
社
会
党
と
そ
の
協
力
者

H
C
F
D
T
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

を
効
果
的
に
阻
止
出
来
な
い
共
産
党
と

C
G
T
双
方
の
)
、
選
挙
で
の
棄
権
率
の
増
大
、
労
働
組
合
組
織
率
の
全
体
的
な
低
下
を
招
い
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
間
隙
を
つ
い
て
、
極
右
の
側
か
ら
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
と
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
の
言
説
を
極
端
な
形
で
展
開
す
る
「
国
民
戦
線
」
が
勢
力

を
維
持
・
伸
張
さ
せ
て
来
た
の
で
あ
る
。
[
門
戸
野
地
、

S
U
2



官

本
章
の
結
論

社
会
党
政
権
の
五
年
間
(
一
九
八
一

i
一
九
八
六
)
を
総
括
し
た
ス
タ
ン
リ
l
・
ホ
フ
マ
ン
は
、

そ
こ
で
の
「
経
済
的
不
手
際
の
根
に

あ
る
」
誤
り
と
し
て
を
次
の
三
つ
を
指
摘
し
て
い
る
[
国
O
R
B
S
F
E∞
戸
宅
・

ω
B
1
2
0
]。

「
一
つ
は
脆
い
勝
利
を
[
選
挙
民
か
ら
の
]
完
全
な
委
任
と
解
釈
し
た
誤
り
で
あ
っ
た
。
:
:
:

「
第
二
の
誤
り
は
リ
ベ
ラ
ル
派
(
彼
ら
が
改
良
主
義
的
民
主
主
義
者
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
社
会
民
主
主
義
者
で
あ
れ
)
に
典
型
的
な
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
良
い
も
の
は
す
べ
て
一
緒
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
言
う
な
ら
ば
、
金
持
ち
と
企
業
に
よ
り
重
く
課
税
す
る
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こ
と
で
獲
得
さ
れ
る
よ
り
大
き
な
社
会
的
公
正
と
、
利
潤
と
投
資
の
望
ま
れ
る
増
大
の
聞
に
は
非
両
立
性
は
な
い
、
あ
る
い
は
労
働
時
間

の
短
縮
と
生
産
の
増
大
の
聞
に
は
非
両
立
性
は
な
い
と
い
う
信
念
で
あ
る
。

「
第
三
の
誤
り
は
典
型
的
に
社
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
、
私
的
利
潤
、
規
制
さ
れ
な
い
競
争
へ
の
嫌
悪
、
大
き
な
鮫
が

小
さ
な
魚
を
飲
み
込
む
こ
と
へ
の
嫌
悪
は
、
混
合
経
済
、
そ
し
て
と
り
わ
け
世
界
資
本
主
義
の
一
部
分
と
し
て
の
聞
か
れ
た
経
済
を
運
営

す
る
の
に
最
適
の
準
備
を
な
し
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
。
世
界
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
が
ネ
イ
シ
ョ
ン

(E昨
日
。
ロ
)
に
課
し
て
い
る
制
約

を
最
小
限
に
し
、
圏
内
資
本
主
義
が
ネ
イ
シ
ョ
ン

(E広
O
ロ
)
に
課
し
て
い
る
不
公
正
を
減
ら
そ
う
と
い
う
欲
求
は
、
社
会
主
義
者
(
と
り

わ
け
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
主
義
者
)

が
普
通
見
せ
る
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
の
認
識
と
は
鋭
い
対
照
を
示
す
主

意
主
義
を
育
ん
で
い
る
。
こ
の
欲
求
は
ま
た
、
:
:
:
経
営
者
あ
る
い
は

I
M
F
、
多
国
籍
企
業
あ
る
い
は
投
機
家
と
い
っ
た
敵
に
注
意
を

集
中
す
る
。
以
前
の
拡
大
政
策
(
一
九
七
五
i
一
九
七
六
年
の
シ
ラ
ク
の
そ
れ
の
よ
う
な
)
、
右
派
の
支
持
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
政
策

が
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
を
経
済
的
苦
境
か
ら
引
き
上
げ
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
の
に
費
や
さ
れ
た
注
意
は
、
は

る
か
に
少
な
か
っ
た
。
世
界
資
本
主
義
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
の
一
国
社
会
主
義
と
は
非
常
に
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
概
念
で
あ
る
。
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(
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
と
は
違
っ
て
)
国
際
貿
易
に
き
わ
め
て
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ

追
い
込
ま
れ
て
跳
ぴ
出
て
し
ま
う
か
|
|
!
こ
れ
は

て
お
り
、
そ
し
て
統
一
し
つ
つ
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
宮
内
注
目
。
ロ
)
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
|
|
、
さ
も
な
く
ば
一
九
八
一
一
九
八
二
年
に
採
択
さ
れ
た
種
類
の
政
策
|
|
需
要
の
拡
大
、
よ
り
高
い
課
税
と
負
担
、

固
有
化
ー
ー
が
悪
化
さ
せ
た
、
あ
る
い
は
手
を
付
け
て
い
な
い
諸
要
素
に
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
国
で
の
競
争
|
|
こ
れ
は
第

五
共
和
制
の
強
迫
観
念
で
あ
る
|
|
!
と
い
う
至
上
命
令
と
か
園
内
市
場
回
復
。
と
い
う
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
夢
の
聞
に
は
、
解
決
不
可
能

な
矛
盾
が
あ
っ
た
の
だ
」
。

こ
の
第
二
、
第
三
の
誤
り
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
本
章
で
の
議
論
に
即
し
て
言
い
換
え
れ
ば
、
ま
さ
に
〈
ボ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉

と
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
も
た
ら
し
た
誤
り
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
経

済
政
策
上
の
誤
り
の
大
き
な
象
徴
的
存
在
と
し
て
政
権
初
期
の
鉄
鋼
政
策
が
あ
っ
た
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

リ
ソ
ー
ス

実
際
、
「
鉄
鋼
業
地
帯
の
自
治
体
は
、
右
派
政
府
か
ら
は
最
終
的
に
は
鉄
鋼
閉
鎖
に
対
処
す
る
た
め
の
資
源
の
増
加
で
満
足
す
る
気
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、
左
派
政
府
に
対
し
て
は
そ
の
要
求
は
産
業
の
維
持
に
転
換
し
た
の
だ
。
し
か
し
こ
れ
は
次
期
政
権
に
聞
か
れ
て
い
る

行
動
の
余
地
と
政
権
交
替
が
資
本
主
義
国
家
の
文
脈
の
中
で
劇
的
な
政
策
変
更
を
起
こ
し
得
る
能
力
を
過
大
評
価
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」

[
出
口
仏
由
。
ロ
色
町

ω何回
門
出

2
・
5
∞
少
七

-
S
]
(強
調
筆
者
)
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
過
剰
な
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
(
す
べ
て
の
と
は

言
わ
な
い
が
)
大
き
な
責
任
は
、

野
党
時
代
そ
し
て
政
権
初
期
時
代
の
社
会
党
指
導
者
の
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
的
言
動
に
あ
っ
た
と
言
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て

へ
イ
ワ

l
ド
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
「
起
こ
り
そ
う
も
な
い
再
生
が
[
結
局
]
実
現
し
な
か
っ
た
時
、

E
C
委
員
会
の
圧
力
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
産
業
愛
国
主
義
の
高
い
代
価
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
し
て
、
鉄
鋼
産
業
の
縮
小
を
早
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
」

[国

m
q
4
5
E・
5
∞
少
目
y
H
C
H
]

わ
け
で
あ
り
、
第
I
節
『
問
題
の
所
在
』
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
安
く
は
な
い
代
償
を
支
払
っ
た
学
習
の



結
果
、
〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
は
後
退
し
、
〈
経
済
合
理
性
〉
に
大
き
く
規
定
さ
れ
た
産
業
政
策
の
登
場
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
よ
り

正
確
に
は
、
こ
の
政
策
転
換
と
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
と
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
交
錯
は
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
の
工
業
化
社
会
に
お
け
る
国
カ
の
基
礎
(
以
前
に
出
て
来
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
グ
一
九
世
紀
資
本
主
義
の
城
塞
乙
で
あ
っ
た
鉄
鋼

産
業
に
対
し
て
、
思
考
と
行
動
の
慣
性
(
或
は
惰
性
)
に
よ
っ
て
、
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
過
大
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て

き
た
社
会
党
政
権
は
、
こ
れ
を
〈
経
済
合
理
性
〉
の
観
点
か
ら
見
直
す
と
い
う
方
向
に
転
換
し
た
の
だ
が
、
同
時
に
そ
れ
は
産
業
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
の
対
象
を
、
思
考
と
行
動
の
惰
性
を
捨
て
て
、
か
つ
て
の
基
幹
産
業
か
ら
新
し
い
基
幹
産
業
主
ュ

l
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
)
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に
は
っ
き
り
と
移
動
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り
、
決
し
て
〈
経
済
合
理
性
〉
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
〈
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
〉
に

打
ち
勝
っ
た
と
い
う
側
面
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
9

経
済
合
理
性
と
両
立
す
る
形
で
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
再
構
成
さ
れ
た
ヘ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
或
は
。
惰
性
に
よ
る
産
業
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
経
済
合
理
性
を
損
な
い
、
そ
の
結
果
か
え

っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
〈
国
益
〉
を
損
な
う
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
な
観
点
が
勝
ち
を
制
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
以
上
の
意
味
で
、
こ
の
政
策
転
換
に
お
い
て
〈
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〉
は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
し
て
も
、
鉄
鋼
労

働
者
の
雇
用
維
持
お
よ
び
鉄
鋼
地
域
へ
の
影
響
の
緩
和
に
対
す
る
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
い
う
〈
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〉
的
立
場
は
犠
牲
に

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
か
思
考
の
惰
性
+
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
支
え
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も

と
づ
く
政
策
H
鉄
鋼
産
業
保
護
政
策
e
か
ら
、
グ
そ
れ
ら
を
否
定
あ
る
い
は
後
退
さ
せ
た
上
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
政
策
H
鉄

鋼
産
業
縮
小
・
先
端
産
業
の
積
極
的
育
成
。
へ
の
転
換
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
転
換
は
、
社
会
党
の
経
済
政
策
全
体
の
転
換
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
も
や
は
り
、
思
考
の
惰
性
+
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
に
支
、
え
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
経
済
合
理
性
に
も
と
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
席
を
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



第12巻3・4号 124

【表 1]各国の鉄鋼(粗鋼)生産高の推移 [本単位:万トン]

年次 フランス 西ドイツ イタリア イギリス アメリカ 日本

1970 2377 4432 1728 2777 11931 9332 

1971 2286 3966 1745 2418 10926 8856 

1972 2405 4315 1982 2532 12087 9690 

1973 2526 4892 2100 2657 13646 11932 

1974 2702 5260 2380 2231 13220 11713 

1975 2153 3975 2180 1971 10582 10231 

1976 2322 4185 2332 2226 11607 10740 

1977 2209 3847 2330 2044 11370 10241 

1978 2284 4076 2429 2033 12431 10211 

1979 2336 4550 2425 2148 12369 11175 

1980 2317 4330 2650 1128 10146 11140 

1981 2126 4110 2478 1529 10961 10168 

1982 1841 3541 2399 1368 6766 9955 

1983 1762 3535 2168 1498 7564 9718 

1984 1901 3899 2308 1513 8394 10559 

1985 1901 4009 2378 1570 8007 10528 

1986 1786 3673 2287 1472 7403 9828 

【典拠】日銀調査統計局編「外国経済統計年報』各年度版，総理府(総務庁)統計局編『日本統

言十年鑑』各年度版より作成。



125一一ポーダレス「市場経済」と「国民国家」主義(ー)

【表2]固有企業グループの業績と国家からの資本補助 0980-1985) 

(単位:100万フラン) (β:欠損)

サン・ゴバンキ 1 932: 578: 369 0: 724 250: 450 150: 

ローヌ・プラーンクキ |ム1884:ム340:ム844 0: 98 400: 2000 150: 150 
ペシネ一本 1 607: 62510: MOO 500: M3 943: 550 2075: 

EMCキキ 10: 6312: ム946 100: ム160 50: 0 200: 

CDFシiーキキ !ム550:ム1213:ム834 450: 62654 730: 6700 1090 : 

中間財・計 !ム885:ム抑7:ム蹴51050: 62455 2373: 2300 3665: 

年次

企業

サシロ叶レ

ユジJ-)レ

鉄鋼・計

トムソンヰ

CGE本
CI トハネウェ)~・プルヰ

CGCTヰ

エレ?トロニ7]..・計

lレ/ーキキ

プラン・シ

合計

(参考)

EDFキヰ

1980: 1981 : 1982 : 1983 : 1984 : 1985 11981-85の総計

!旭川正也間同!日出向雨間[右手間
:6錦町!ム37幻 1550:ム5610 3150: MOO 3380: 1 M444 

!ム4240:M04 1250: 65456 2650: MOO 2120: ム18600

ム3261:ム7137:ム8341 2800: 611066 5800:ム8500 5500: 57501ム3504419850 

0
 
5
 

Elu 
-2
 
l
 

nγ
臼0
 
5
 
l
 0

 
0
 
7
 

a
4
6
 
1
 
9
 751 67023 3593 

1501 61418 500 

7001 65401 2970 

12251 M807 8313 

502:ム170:62208 0: M51 550:ム.350 500: 18001 63979 2850 

556: 586: 638 516: 662 699: 650 1861: 01 2536 3076 

180 ム449:ム1350 0: 6625 1500:ム300 1000: 10001 6幻24 3500 

(ム325 0 : 6555 97:ム550 591: 7501ム1105 1438 

l238: ム33:ム3245 516: ム1769 2846: 6550 3952: 35501ム527210864 

1547: 6675:ム1281 10加:M76 700:ム12500 1050~ 41661ム16032 6936 

677; 1000: 10601 2737 

ム叫611642!619722 叫ム16蹴附ム19250附!157511ム67155必700

84:ム4640ム8363 ム5450 : 6900 

*' 82年に国有化された企業 * *' 81年以前に固有化された企業。
【典拠】佐lieCohen， 1985， p. 234 Tableau 2. 

1980年とEDFについては， Alain Fonteneau et Pierre-Alain Muet， 1985， p. 336. 
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西ドイツ
フランス
イタリア
オランダ
ベルギー
ルクセンプルク
イギリス
アイ)~ランド
デンマーク

合計

【表3】EC (9ヶ国)内に占めるフランス鉄鋼生産

の割合と世界に占めるEC鉄鋼生産の割合(%)

年次 フランス EC 

1970 17.0 23. 2 

1971 17.8 22.1 
1972 17.3 22.1 
1973 16.8 21. 5 
1974 17.4 21. 9 
1975 17.2 19.4 

1976 17.3 19.9 
1977 17.4 18.7 
1978 17. 1 18.6 
1979 16.6 16. 1 
1980 18.0 17. 1 

1981 16.8 17.3 
1982 16.5 17.3 
1983 16. 1 16.5 
1984 15.8 16.9 
1985 15. 7 16.8 

1986 16. 1 15.5 

【典拠】 ThomasR. Howell et al.， 1988， 
p. 16および【表1]により計算。

【表4]E C委員会による鉄鋼生産能力の削減提案

生産能力|削減量 1983年7月にEC:EC委員会が:b / a x 100 11980-1985年3
1980年 11980-83年 委員会が求めた j求めた削榔i(%) 1月の実際の削
(10師t)1 (100万t) 削減の上積み i量(100万。 i 1誠量(100万t)
a1 (100万t) b ! I c 

53. 1 
26. 9 
36.3 
7.3 
16.0 
5. 2 
22.8 
O. 1 
0.9 

4.8 
4.7 
2.4 
0.3 
1.7 
O. 6 
4.0 

0.0 

168.6 I 18.4 

1.2 
0.6 
3.5 
0.7 
1.4 
0.4 
0.5 

8.3 

11. 3 
19.7 
16.1 
13.0 
19.4 
19.2 
19.7 

7.0 

15.8 

6.3 
4. 5 
5.7 
0.8 
3.1 
1.0 
4. 6 

ND 

26.0 

Source: Europe⑤n Commission 
【典拠】R.Hudson & D. Sad1er， 1989， p.34 tab1e 2-15. 

c/a xlOO 
(%) 

11. 9 
16.7 
15.7 
11. 0 
19.4 
19.2 
20.2 

ND 

15.5 
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【表5]ユジノール.サシロールの粗鋼生産高・従業者数・収支

(1)ユジノール社 1973-83年

粗鋼生産高 従業者数(年末) 利益(損失)

(100万トン) (1000人) (100万フラン)

1973 9. 1 40.9 164 

1974 10.9 42.4 160 
1975 7. 9 41. 5 (1. 224) 

1976 8.8 41. 7 (1，245) 

1977 8. 3 48.0 (3， 000) 

1978 9. 8 43.0 (2，492)a 

1979 10.8 40.2 (993)' 

1980 10.8 34. 2 (1，229) 

1981 10.6 31. 6 (3，918) 

1982 8. 8 30. 6 (4，987) 

1983 8. 5 29.3 (5， 333) 

Source: Usinor annual reports 
a 78年1月1日-79年4月30日
b 79年5月1日-79年12月31日

(2)サシロール社 1977 -83年

粗鋼生産高 従業者数(年末) 利益(損失〉

(100万トン) (1000人) (100万フラン)

1977 6.4 44. 7 (2， 283) 

1978 6.4 34. 8 (1. 014) 

1979 6. 5 29.9 (1， 367) 

1980 6. 3 24.4 (1. 940) 

1981 5. 6 22. 5 (2， 786) 

1982 5.0 (3， 690) 

1983 4. 7 (5， 276) 

Source: Sacilor annual reports 
【典拠】R.Hudson & D. Sadler. 1989.， p. 84， table 3 -3. 3 -4. 
[注J1985年の世界の鉄鋼企業生産高ランキングでは，サンロール社は14位 (875万トンl.ユジ
ノーノレ社は15位 (722万トン)に位置する。 l位は新日鉄 (2865万トンl.2位はUSスチー
ル(1515万トン)だった。
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【表6】社会階層別の政党・大統領候補支持率

(注)選挙直前の投票意向調査('81年・，86年は投票後調査)

世帯主の職業による。(数字は%)

①社会党候補

職業/選挙のレベル 協議会 73議会 78議会 81大統領 81議会

農業従事者の 20 19 29 22 32 
商工業者の 13 22 25 15 35 
上級幹部・自由業の 9 20 24 16 38 
中級管理・事務の 15 29 33 29 45 
労働者の 18 27 31 30 44 
無職の 19 20 28 28 29 

全体の 17 23 29 26 39 

FGDS UGSD PS-MRG ミッテラン PS-MRG 

②共産党候補

職業/選挙のレベル 68議会 73議会 78議会 81大統領 81議会

農業従事者の 12 8 6 4 6 
商工業者の 10 12 8 8 10 
上級幹部・自由業の 10 11 9 5 7 
中級管理・事務の 21 17 18 15 16 
労働者の 33 33 36 28 24 
無職の 21 17 15 10 15 

全体の 22 19 20 15 15 

マルシェ

③保守・中道(ゴーリスト+非ゴーリスト)

職業/選挙のレベル 58議会 73議会 78議会 81大統領 81議会

農業従事者の 50 55 59 55 50 
商工業者の 58 58 55 53 50 
上級幹部・自由業の 71 59 53 54 47 
中級管理・事務の 52 42 35 37 32 
労働者の 39 34 23.5 32 29 
無職の 53 58 48.5 54 49 

全体の 52 51 40.5 45 40 

86議会

21 
17 

32 
42 
34 

29 

32 

PS 

86議会

7 
5 
4 

11 
20 
11 

10 

85議会

54 
51 
49 

34 
29 
45 

43 

*58年=UDR + RI + PDM， 73年=Maiorite + Reformateur， 78・81・85年=RPR + UDF， 
例年大統領選=シラク+ジスカーノレデスタン。

【典拠】・， 58 -78年=SO/ldages; Revue fra/lcaise de I'opi/lio/l publique， '58 n 0 2， pp. 100， 102， 
， 73 n 0 1， p. 21. '78 n 0 1， pp. 22， 27 

• '81年=A. et M. -T. Lancelot， 1984， pp. 84， 85 
• '85年=John Frears， 1988， p. 225 
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【表7】FN (国民戦線)の支持基盤①

一社会職業カテゴリー別得票率

* 1986年議会選挙(投票後調査)， 
世帯主の職業による(数字は%)

職業

農業従事者の 11 

商工業者の 14 

上級幹部・自由業の 9 

中級管理・事務の 8 

労働者の 11 

無職の 9 

全体の 10 

FNの支持基盤②

1986年議会選挙でFNに投票し

た人が， 1981年大統領選挙(第

一回)で投票した候補一

(数字は%)

ミッアフン

'
l
i
o
n
u
n
ノ“

o
r臼

orhM

O
J
“
の
y
u
n
ノ

“

。

γι
“

シラク

ジスカールデスタン

マjレシェ

無回答・棄権

【典拠】 JohnFrears， 1986， p. 226 
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【図2】ECの粗鋼生産量と生産能力の差 (1960-1987) 
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